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６
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経
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業
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関
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県
経
済

公
一）

他
県
経
済
と
の
比
較
―
県
民
所
得
統
計
か
ら

第
二
章
　
県
内
産
業
へ
の
円
高

・
原
油
安
の
影
響
と
計
量
モ
デ
ル
の
構
成

２

）

円
高
・
原
油
安
の
県
内
産
業
へ
の
影
響

〔補
注
〕
静
岡
県
内
産
業
の
貿
易
に

，
関
す
る
各
種
の
統
計
資
料
と
そ
の
比
較
に
つ
い
て

全
一）

静
岡
県
計
量
経
済
モ
デ
ル
の
構
成

第
二
章

為
替
レ
ー
ト
・
原
油
価
格
の
変
化
と
静
岡
県
の
産
業
経
済
―
シ
ミ
ュ
ツ
ー
シ
ョ
ン
分
析
を
つ
う
じ
て
―

盆

）

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
概
要

公
一）

分
析
結
果

お
わ
り
に

為
替
レ
ー
ト
、
原
油
価
格
の
動
向
と
静
岡
県
経
済
へ
の
影
響
の
分
析

居
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法
経
研
究
三
六
巻
三
号

（
ア
九
八
八
）

は
じ
め
に
―
分
析
の
ね
ら
い

一
〇
〇

本
稿
の
課
櫃
は
、
静
岡
大
学

『
法
経
研
究

‐』
第
三
五
巻
三
・
四
号

（
一
九
八
七
年
三
月
）
に
掲
載
ｔ
た
浅
利

一
郎
氏
と
筆
者
の
共
同
論
文

「静
岡
肝
経
済
の
計
量
モ
デ
ル
分
格
ぃ
で
紹
卜
し
た
証
岡
縣
経
済
の
計
量
モ
デ
ル
を
改
定
し
、
こ
れ
を
用
い
て
、
為
替
レ
ー
ト
や
原
油
価
格
な

ど
の
内
外
環
境
要
因
の
今
後
の
変
化
が
、
静
岡
県
の
産
業
と
経
済
、県
民
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
か
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
作
業
は
、
同
時
に
今
後
予
想
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
ケ
ー
ス
の
環
境
変
化
に
た
い
し
て
、
県
内
関
連
産
業
の
対
応
、
他
産
業
へ
の
波
及
と

県
経
済
全
体
へ
の
影
響
、
諸
産
業
の
趨
勢
な
ど
を
み
る
こ
と
で
、
進
行
途
上
の
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
、
特
に
そ
の
成
否
の
カ
ギ
を
握
る
企
．業
誘

致
問
題
に
た
い
し
一
定
の
分
析
資
料
を
提
供
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第

一
章
　
県
民
経
済
計
算
か
ら
み
た
静
岡
県
経
済
の
構
造
と
計
量
モ
デ
ル
の
基
本
的
特
徴

（
一
）

「
６
の
字
型
」
県
経
済
―
産
業
連
関
表
か
ら
み
た
県
経
済

わ
た
し
た
ち
の
モ
デ
ル
の
第

一
の
特
徴
は
、
静
岡
県
経
済
の
再
生
産
＝
循
環
構
造
と
動
向
を
包
括
的

・
体
系
的
に
示
す
意
味
で
、
県
民
所
得

の
生
産

・
分
配

ｏ
支
出
の
三
面
の
把
握
を
骨
格
と
し
、
ま
た
基
本
的
ね
ら
い
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

県
民
所
得
の
生
産
局
面
は
県
経
済
全
体
を
主
導
す
る
部
面
で
あ
り
、
そ
の
産
業
別
動
慮
は
県
民
所
得
統
計
ベ
ー
ス
の

「
経
済
活
動
別
純
生

産
」
＝
産
業
別
発
生
所
得
ベ
ー
ス
で
示
し
て
い
る

（そ
の
う
ち
製
造
業
の
純
生
産
は
、
工
業
統
計
ベ
ー
ス
の
七
つ
の
う
ち
わ
け
部
門
の
出
荷
額

も
示
す
）
。

わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
の
第
二
の
特
徴
は
、
こ
れ
ら
各
産
業
の
生
産
活
動
が
需
要
＝
市
場
要
因
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
、
と
い
う
考
え
方
で
組



み
上
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
市
場
要
因
は
産
業
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
異
な
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　

．．

，総
じ
て
、
静
岡
県
の
第
二
次
産
業

（鉱
業

・
建
設
業
を
除
く
…
し
た
が
っ
て
残
る
の
は
製
造
業
で
あ
る
が
こ
こ
で
は
図
式

―的
に
第
二
次
産
業

と
呼
ん
で
お
ぐ
）
は
市
場
面
か
ら
み
れ
ば

「
県
外
＝
全
国

・
世
界
市
場
型
」
産
業
で
あ
り
、
第
二
次
産
業
は

「県
内
＝
地
域
内
市
場
型
」
産
業

ど
大
別
し
う
る
。
第
１
表
は
、
昭
和
五
五
年
の
静
岡
県
産
業
連
関
表
を
も
と
に
作
成
し
た
県
内
産
業
の
市
場
構
成
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
第
二
次
産
業

（製
造
業
）
の
生
産
活
動
を
説
明
す
る
需
要
要
因
と
し
て
、
全
国
市
場

・
世
界
市
場
の
動
向
を
表
す
な
ん
ら
か

の
指
標
を
、
ま
た
第
二
次
産
業
の
需
要
要
因
と
し
て
県
内
＝
地
域
内
の
市
場
動
向
を
表
す
な
ん
ら
か
の
指
標
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
後
者
の

「県

，
内
＝
地
域
内
市
場
型
」
第
二
次
産
業
。
そ
の
市
場
は
、
県
民
所
得
の
分
配
局
画

（雇
用
者
所
得
＋
営
業
余
剰
十
財
産
所
得

等
）
の
次
に
ぐ
る
県
民
所
得
の
支
出
局
面

（民
間
消
費
支
出
＋
政
府
消
費
支
出
＋
民

‐
間
設
備
投
資
十
住
宅
投
資
等
）
に
依
存
し
て
い
る
。
い
い

力、‐
え
れ
ば
第
二
次
産
業
に
限
っ
て
い
え
ば
、
モ
デ
ル
の
構
造
＝
各
推
定
式
の
関
連
は
、
県
民
所
得
の
生
産
局
面
↓
分
配
局
面
↓
支
出
局
面
↓
生

産
局
面
と
円
を
描
い
た
循
環
構
造
を
も
つ
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
　
´

こ
れ
に
た
い
し

「県
外
＝
全
国

・
世
界
市
場
型
」
の
第
二
次
産
業
の
生
産
活
動
を
規
定
す
る
市
場
要
因
と
し
て
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
説
明
を

す
べ
き
か
。

第
二
次
産
業
の
市
場
要
因
は
、
地
域
内
経
済
循
環
か
ら
独
立
し
て
お
り
、
い
わ
ば

「
外
的
」
で
あ
る̈
。
わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
で
は
、
主
と
し

て
こ
れ
を
モ
デ
ル
の
体
系
外
か
ら
与
え
ら
れ
る
外
生
変
数
扱
い
と
し
、
毎
年
末
、
翌
年
度
に
つ
い
て
典
府
か
ら
発
表
さ
れ
る

「
政
府
経
済
見
通

し
」
な
ど
の
国
民
経
済
計
算
ベ
ー
ス
の
予
測
デ
ー
タ
＝

「国
内
民
潤
消
費
支
出
、
国
内
投
資
、
輸
出
等
」
を
用
い
た
。

し
た
が
つ
て
、
一わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
の
第
二
の
特
徴
は
、
比
喩
的
に
表
現
す
れ
ば
、
静
岡
県
経
済
は
数
字
の
「
６
の
‐字

型
」
の
経
済
循
環
＝

再
生
産
を
行
っ
て
い
る
、
と
い
う
認
識
で
組
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

（第
１
図
）

為
替
ィ
ー
　
＾
卜
、
原
油
価
格
の
動
向
と
静
岡
県
経
済
へ
の
影
響
の
分
析

一
〇
一



(県内・県外・海外市場)の推定て1980年 )

単位 100万円・ %

〔産業連関表ベニス〕 13)移・輸出のうちわけ推定額

④県内市場 (②一③) ⑤県貿易事情調査 ⑥国内市場 (③―⑤)

価   額 構成比 輸 出 額 構成比 推 定 額 構成比
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0
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号
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一
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）

一
〇
二字を掲げた。

55年度)静1岡県貿易事情調査報告書』より作成



為
替
レ
ー
ト
、
原
油
価
格
の
動
向
と
静
岡
県
経
済
へ
の
影
響
の
分
析

第 1表 静岡県産業の販路■市場構成

(注 1)―は該当な・し。・・「は不明。

(注 2)産業合計欄の ( )で示した移・輸出の内訳は,.参考に製造業のみ,数

(資料出所)静岡県 .『昭和55年静岡県産業連関表』,静 1岡
‐県『昭和56年度 (昭和

一
〇
〓

業産

① 生  産  額 12)市 場 構 成

①舌著評
充
務

③県外市場 (移・輸出)

「

~結
1繭屁

I.農林漁鉱業

Ⅱ.建 設 業

Ⅲ.電・ガ・水業

Ⅳ.卸売小売業

V.製 造 業 9,531,175

535,743

1,464,616

481,291

1,410,312

9,426,304

151,660

0

45,004

101,823

7,428,998

28.3

0.0

9.4

7.2

73.8

1.食 料 品

2.繊維・衣服

3.木材 。家具

4.パルプ・ 紙

5。 出版・ 印刷

6.化  学

7.石 油 石 炭

8。 ゴ   ム

9.窯業・土石

10。 鉄   鋼

11.非 鉄 金 属

12.金 属 製 品

13.一 般 機 械

14.電 気 機 械

15。 輸 送機 械

16.精 密機 械

17.'そ の 他

1,118,507

309,123

545,273

848,570

137,111

913,587

128,204

111,557

150,388

1741603

511,739

385,692

638,593

916,497

1,901,309

81,704

658,720

.1,218,358

215,707

529,189

898.918

121,197

876,971

130,389

102,804

154,165

144,778

431,313

339,250

992,778

839,021

1:744,777

77,207

597,748

937,834

161,381

351,107 .

673,926

98,354

786,140

36,741

75,934

96,346

99,552

290,640

322,912

691,656

754,643

1,444,920

62,918

543,994

77.0

74.8

6633

75.0

81.2

89.6

28.2

73.9

62:5

68.8

67.4

95.2

69,7

89.9

82.8

81.5

91.0

金・保`不
革

サービス業

運輸通信業

一Ⅵ

．Ⅷ

Ⅷ

1,470,084

2,592,799

1,127,080

9,134

249,304

201,738

0.6

9,6

17.9

産 業 合 計 18,508,229 8,187,661 44.2



. :4.第 1回・ 「 6の宇型J‐県経済の構造と計量モデルの骨格

〔 ① 所得の生産過程 〕    県 内 市 場 ― 県ヽ 外 市 場

法
経
研
究
三
六
巻
〓
号

（
一
九
八
八
）

す
〇
四

そ
の
構
造
は
、
①
６
の
字
の
下
半
分
の
円
環
部
分
を
・表
す
第
二
次
産
業

の
地
域
内
経
常
循
環
部
扮
‥‥‥と、　
，②そ
れ
か
ら
孤
立
し
い
栓
掴
ン
ベ
ル
の
家

計
消
費
や
設
備
投
資
ヽ
住
宅
投
資
な
ど
の
国
内
市
場
情
勢
と
、
輸
出
動
向

に
依
存
す
る
第
二
次
産
業

（製
造
業
）
部
分
＝
６
の
字
の
上
半
分
に
大
別

さ
れ
る
こ
と
、
③
さ
ら
に
県
経
済
全
体
の
規
模
と
動
向
は
、
こ
の
第
二
次

産
業
に
リ
ー
ド
さ
れ
、
第
二
次
産
業
の
生
産
活．
動
も
ヽ
最
終
的
に
は
製
造

業
の
生
産
活
動
を
っ
う
じ
て
発
生
す
る
所
得
に
主
導
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

の
三
点
を
特
徴
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
世
界
市
場
ｏ
全
国
市
場
に
依
存
す
る
製
造

業
に
主
導
さ
れ
る
静
岡
県
経
済
に
之
っ
て
、
こ
れ
か
ら
分
析
し
よ
う
と
す

る
為
替
レ
ー
ト
や
原
油
価
格
な
ど
の
‐内外
環
境
要
因
の
変
化
が
県
内
産
業

と
経
済
、
県
民
生
活
に
も
た
ら
す
影
響
は
他
県
に
も
ま
し
て
構
造
的
に
大

き
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

モ
デ
ル
で
は
、
県
下
の
産
業
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
製
造
業
七
分
類

十
非
製
造
業
七
分
類
、
合
計

一
四
産
業
に
分
け
て
こ
の
影
響
を
み
よ
う
と

し
た
。

一
、
農
林
水
産
、
鉱
業
、
二
、
建
設
業
、
一云

電
気

◆
ガ
ス
・
水

道
業
、
四
、
卸
売

・
小
売
業
、
五
、
製
造
業

（①
輸
送
用
機
械
、
②
化
学

③
電
気
機
械
、
④
楽
器

・
，

具
ド
⑤
食
贔
、
⑥

一
般
機
械
、

一⑦
そ
の
他
製

製 造 業 生 産 所 ・得

県内民間消費 ……

県1内政府消費

県内民1間投資

匡躙魏籐
県内政府投資

農 林 :漁 鉱 生 産 所
i得

建 設 業 生 産
‐

所 得

第二次産業群    (
1電

気・ ガス・水道業生産所得

卸 売 をヽ 売 業 生 産 所 得
金融・保険・不動産業生産所得
サービ

^業
(含公務)生産所得

運輸・通信業 生 産 所 得

雇 用 者 所 得・個 人 業 主 所 得 0法 人 所 得

(注)図は,単純化してあるので,現実の規定関係は必ずしも矢印だけではない。

〔 ② 所 得分配 過 程 〕



造
業
）
、
六
、
金
融

・
保
険

・
不
動
産
業
、
七
、
サ
ー
ビ
ス
業

（含
む
公
務
）
、
八
、
運
輸

・
通
信
業

以
上
の
県
経
済
の
特
徴
づ
け
は
、
前
稿
で
示
し
た
地
域
経
済
モ
デ
ル
と
し
て
の
わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
の
基
本
的
特
徴
で
も
あ
る
。

（
二
）
他
県
経
済
と
の
比
較
―
県
民
所
得
統
計
か
ら

静
岡
県
経
済
が
、

「
６
の
字
型
」
の
循
環
構
造
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
、
県
民
所
得
統
計
に
も

「移

・
輸
出
依
存
型
」
の
特
徴
と
し
て
表
れ

て
い
る
。
そ
の
意
味
を
す
こ
し
検
討
し
よ
う
。

地
域
内
に
お
け
る
産
業
は
、
地
域
内
産
業
が
生
産
し
た
中
間
生
産
物
Ｘ
い。
と
地
域
外
か
ら
購
入
す
る
中
間
生
産
物
Ｘ
ｏ
を
も
ち
い
て
、
付
加

価
値
＝
租
税
Ｔ
十
可
処
分
所
得
Ｙ
を
含
む
生
産
額
Ｚ
を
生
産
す
る
。

Ｘ
”十
Ｘ
ｏ
十
く
＋
哺
＝
Ｎ
…
…
…
Ｃ

他
方
、
こ
の
地
域
生
産
額
Ｚ
の
販
路
は
、
地
域
外
に
売
ら
れ
る
部
分
Ｅ
と
、
地
域
内
に
売
ら
れ
る
部
分
、
す
な
わ
ち
地
域
産
業
の
中
間
生
産

物
Ｘ
いと
、
地
域
内
の
最
終
需
要

（消
費
ｏ
い、
民
間
投
資
日
、
財
政
支
出
０
じ

と
に
分
け
ら
れ
る
。

い
＝
”
＋
Ｘ
】
＋
■
＋
〓
＋
０
中…
…
…
Ｓ
）

０
式
よ
り
え
ら
れ
る
Ｘ
い
＝
Ｎ
１
０
♂
＋
く
＋
↓
）
を
０
式
に
代
入
し
て

ヽ
＝
Ｕ
十
（い
１
０
δ
十
く
＋
哺
￥
＋
０
い＋
〓
＋
０
【

く
＝
（∪
Ｉ
Ｘ
３
・＋
０
”＋
冒
＋
０
い。―
↓
…
…
…
〇

こ
の
③
式
は
、
地
域
内
産
業
の
財
貨

・
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
過
程
で
生
産
さ
れ
る
地
域
所
得
Ｙ
が
、
右
辺
の
ど
の
よ
う
な
需
要
要
因
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
る
か
、
を
示
し
て
い
る
。

為
替
レ
ー
ト
、
原
油
価
格
の
動
向
と
静
‐岡県
経
済
へ
の
影
響
の
分
析
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
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す
な
わ
ち
、
地
域
所
得
Ｙ
は
、
①
Ｅ
ＩＩ
地
域
内
産
業
の
地
域
外
へ
の
売
り
上
げ
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
そ
し
て
②
Ｘ
●
＝
地
域
外
か
ら
の

原
材
料
購
入
が
少
な
け
れ
ば
少
な
い
は
ど
、
多
く
な
る
。
ま
た
い
地
域
所
得
Ｙ
は
、
③
地
域
内
の
最
終
需
要
で
あ
る
消
費
、
投
資
、
財
政
支
出

へ
の
売
り
上
げ

（０
中＋
目
＋
Ｏ
じ

が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
多
く
な
る
。
最
後
に
、
地
．域
所
得
Ｙ
は
、
④
税
Ｔ
が
少
な
け
れ
ば
少
な
い
ほ
ど
、

多
く
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
地
域
‐内
の
最
終
需
要
で
あ
る
民
間
消
費
、
民
間
投
資
、
財
政
支
出
は
、
こ
れ
ら
地
域
内
の
生
産
物
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
だ

け̈
で
な
く
、
地
域
外
の
生
産
物

（Ｑ
）＋
♂
十
０
３

に
よ
っ
て
も
ま
か
な
わ
れ
る
。

一０
＋
Ｈ
＋
０
■
（０
い＋
冒
＋
０
じ
＋
（０
０
＋
毎
＋
つ
３
…
…
…
Ａ
｝

こ
の
④
式
よ
り
え
ら
れ
る

（０
【＋
〓
＋
０
じ
＝
０
十
日＋
０
１
（Ｏ
ｏ
＋
Ｆ
＋

，
３

を
③
式
に
代
入
し
て
、

く
＝
（Ｕ
Ｉ
Ｘ
３
＋
｛０
十
日＋
０
１
（Ｏ
ｏ
十
日ｏ
＋
０
３
｝―
↓
＝
０
＋
出＋
（０
１
↓
）
＋
｛Ｕ
１
０
δ
＋
Ｏ
ｏ
＋
Ｈｏ
＋
Ｏ
ｏ
￥

こ
こ
で
、
０
♂
＋
Ｏ
ｏ
＋
ざ
＋
０
じ
は
、
地
域
内
に
入
っ
て
く
る
一
切

‐の
財
貨

・
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
こ
れ
を
Ｍ
と
お
け
ば
、
上
の
式
は
、

く
＝
０
＋
Ｈ
十
（０
卜
↓
）
＋
（Ｕ
Ｉ
に
【Ｙ
…
１
■
３
′
　
　
・
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‥

と
置
き
換
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
地
域
所
得
Ｙ
の
大
き
さ
を
需
要
面
か
ら
規
定
す
る
要
因
は
、
①
民
間
消
費
Ｃ
、
②
民
間
投
資
Ｉ
、
③
地
域
に
お
け
る
財
政
収
支

の
黒
字

（０
１
哺
）
、
④
地
域
の
財
貨
・
サ
ー
ビ
ス
の
移
出
と
移
人
の
差
額
＝
純
．移
出
．
（日
―
〓
Ｙ
、
の‐
四
項
目
で
あ
る
と
、
言
い
か
え
ら
れ

■
り
。上

述
の
⑤
式
を
図
示
し
た
の
が
第
２
図
の
地
域
所
得
循
環
図
で
あ
る
。
第
２
図
で
は
地
域
の
所
得
Ｙ
［⑤
式
左
辺
］
全
体
を
プ
ー
ル
に
み
た
て

て
い
る
。
プ
ー
ル
の
水
量

（所
得
Ｙ
）
を
増
加
さ
せ
る
所
得
流
入
口
と
し
て
③
式
右
辺
の
プ
ラ
ス
記
号

‐
の
諸
要
因
、
す
な
わ
ら
、
①
消
費
Ｃ
、

・②
投
資
Ｉ
、
③
財
政
支
出
Ｇ
、
④
地
域
外
へ
の
商
品
の
移
・
輸
出
Ｅ
を
お
く
。　
　
　
　
　
・　
　
　
』
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レ
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、
原
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静
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第`2図 地域所得循環プール (地域生産所得 :懸 )
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地域内産業の財貨サービス生産

地域所得の漏出 地域所得の漏出
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逆
に
、
プ
ー
ル
の
水
量

（所
得
Ｙ
）
を
減
少
さ
せ
る
流
出
口
と
し
て
０
式
右
辺
の
マ
イ
ナ
ス
記
号
の
諸
要
因
、
す
な
わ
ち
⑤
財
政
収
入
Ｔ
、

⑥
地
域
外
へ
の
商
品
の
移

・
輸
入
Ｍ
を
お
く
。

ブ
ー
ル
の
水
量
は
、
流
入
量
が
流
出
量
を
上
回
れ
ば
全
体
と
し
て
増
加
す
る
よ
う
に
、
地
域
所
得
の
全
体
量
Ｙ
は
、
プ
ラ
ス
に
作
用
す
る
需

要
要
因

（消
費
Ｃ
、
投
資
Ｉ
、
財
政
支
出
Ｇ
、
移

・
輸
出
Ｅ
）
が
、
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
す
る
需
要
要
因

（財
政
収
入
Ｔ
、
移

・
輸
入
Ｍ
）
よ
り

多
け
れ
ば
、
全
体
と
し
て
増
加
す
る
。

地
域
の
経
済
振
興
策
は
、
形
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
こ
の
地
域
所
得
循
環
プ
ー
ル
の
流
入
を
増
や
し
、
流
出
を
減
ら
す
こ
と
に
は
ぼ
尽
き

■０
。図

で
、
①
の
移

ｏ
輸
出
を
増
や
す
た
め
に
、
県
内
産
品
の
県
外
へ
の
販
売
促
進
策
が
各
県
で
行
わ
れ
て
い
る

（大
分
県

の
・
ヨ

村

一
品
運

動
」
な
ど
）
。
第

一
次
産
業
だ
け
で
な
く
、
商

‐品
を
全
国
に
送
り
出
す
企
．業
の
誘
致
も
移

・
輸
出
Ｅ
を
増
や
す
有
力
な
方
法
で
あ
る
。
②
の
民

間
投
資
１
は
、
既
存
企
業
の
設
備
投
資
だ
け
で
な
く
、
新
規
企
業
の
誘
致

・
導
入
も
該
当
す
る
。
工
場
団
地
は
あ
ち
こ
ち
で
造
ら
れ
て
い
る
。

③
の
財
政
支
出
Ｇ
は
、
政
府
消
費
と
政
府
投
資
＝
公
共
事
業
か
ら
な
る
。
選
挙
で
政
治
家
が

「国
と
の
太
い
パ
イ
プ
で
中
央
か
ら
カ
ネ
を
と
っ

て
く
る
‐」
と
い
う
の
は
、
Ｇ
を
増
や
す
こ
と
が
地
域
所
得
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る

（も
っ
と
も
、
Ｇ
の
増
加
が
地
域
所
得
増

加
に
直
結
す
る
わ
け
で
は
な
く
公
共
事
業
の
あ
り
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
地
域
に
あ
ま
り

「
カ
ネ
」
が
落
ち
な
い
こ
と
も
あ
る
）
。

他
方
、
地
域
所
得
の
増
加
は
、
④
移

ｏ
輸
入
Ｍ
を
す
こ
し
で
も
減
ら
す
こ
と
で
実
現
す
る
。
誘
致
し
た
企
業
が
、
地
場
の
企
業
か
ら
商

‐品

ｏ

サ
ー
ビ
ス
を
買
っ
て
く
れ
れ
ば
、
所
得
増
加
の
波
及
は
大
き
い
。
地
域
の
産
業
の
原
材
料
や
消
費
財
を
地
域
内
で
調
達
す
る
こ
と
も
同
じ
効
果

を
も
つ
。
③
最
後
に
、
税
Ｔ
が
少
な
け
れ
ば
少
な
い
ほ
ど
地
域
所
得
は
増
加
す
る
。
こ
の
場
合
、
税
Ｔ
は
、
地
域
内
産
業
の
生
産
活
動
に
即
し

て
定
義
さ
れ
て
い
る
の
で
、

「間
接
税
―
補
助
金
」
と
考
え
る
。

地
域
所
得
は
、
図
示
し
な
か
っ
た
が
、
消
費
主
導
型
で
も
増
減
す
る
。
例
え
ば
、
人
口
の
社
会
的
流
入
が
大
き
く
、
人
口
・
世
帯
増
加
↓
消



費
増
加
↓
財
貨

・
サ

ー
ビ
ス
の
生
産
増
加

↓
地
域
所
得
増
加
、

と
い
う
経
路
で
増
え
　
　
＞

る場合もある。べ　　囃
浄

事́の．”中あン嘲『　　脚椰

静
岡
県
は
、
統
計
　
　
型
が

を
み
れ
ば
、
「移
・　
　
鋳
調

鰤
判
『
跡
型

で （
綱
引
　
　

移． 輸出

鰤

ことが分かる。こ　　財
・Ｆ県

の
関
係
を
実
際
の
統
　
　
一綱

計
で
、
他
県
と
も
比
　
　
一図

較
し
な
が
ら
み
た
の
　
　
細

が
第
３
図
で
あ
る
。

第
３
図
は
、
次
の

諸
点
で
先
の
０
式
と

為
替
レ
ー
ト
、
原
油
価
格
の
動
向
と
静
岡
県
経
済
へ
の
影
響
の
分
析

―移・輸入 103.%

移・輸出 117.8%

―移・ 輸入 51。 8%

移・輸出 32。 9%

純移出入 (E―M)
-11.6%

∝ 螺

暖 蝶 Ψ 輸入 74.7%

移・輸出 104.4%

―移・ 輸入 71.5%

移・ 輸出 62.0%

瀞 出
ι´

E―M)

一
〇
九

Cに)各県の県民総生産=1∞%と した。
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異
な
る
Ю
①
県
内
総
生
産
で
は
な
く
、
そ
れ
に
県
外
ど
の
所
得
の
純
受
払
い
項
目

（
士
ｙ
）
を
調
整
し
た
各
県
の

「県
民
総
生
産
」
概
念
を
用

い
て
い
る
と
、
②
Ｏ
式
右
辺
の
（
―
↓
）
を
左
辺
に
移
項
し
、
式
は

く
■
０
＋
日
＋
０
＋
（
ロ
１
５

と
い
う
現
行
「県
民
総
支
出
勘
定
」
方
式
で
あ
る
こ
と
ヽ
③
Ｇ
は

「
政
府
消
費
＋
政
府
投
資
十
政
府
在
庫
投
資
」
で
あ
る
こ
と
、
以
上
で
あ
る
つ

第
二
図
に
よ
れ
ば
、
①
静
岡
県
は
Ｅ
、
Ｍ
と
も
絶
対
値
が
大
き
い
こ
と
、

（Ｕ
＝
κ
）
が
プ
ラ
ス
で
移

・
輸
出
超
過
＝
純
移
輸
出
が
県
民
総

生
産
の
一
四
％
に
の
ぼ

っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
ｏ
．

②
北
海
道
は
、
逆
に
Ｅ
、
Ｍ
と
も

‐絶
対
値
が
小
さ
く
、

（∪
―
〓
）
が
マ
イ
ナ
ス
で
移

・
輸
入
超
過
＝
純
移
輸
出
が
県
民
総
生
産
に
比
し
、

マ
イ
ナ
ス
一
一
・
六
％
に
な
っ
て
い
る
。
静
岡
県
の
県
民
総
生
産
は
約
八
・
六
兆
円

（
一
九
八
四
年
）
、
北
海
道
の
そ
れ
は
約

一
二
・
五
兆
円

だ
か
ら
、
北
海
道
の
県
民
総
生
産
の
方
が
約

一
・
五
倍
大
き
い
。
し
か
し
移
・
輸
出
と
し
て
、
静
岡
県
が
約

一
〇
兆
円
の
商
品
を
県
外
に
出
し

て
い
る
の
に
た
い
し
、
北
海
道
は
約
四

・
一
兆
円
し
か
道
外
に
出
し
て
い
な
い
。
静
岡
の
ほ
う
が
二
・
五
倍
で
あ
る
。
北
海
道
で
特
徴
的
な
こ

と
は
、
財
政
支
出
が
大
き
ぐ

（三
・
七
兆
円
）
、
こ
れ
が
北
海
道
の
県
民
総
生
産
に
大
き
く
寄
与

（県
民
総
生
産
の
約
二
０
％
）
し
て
い
る
こ

と
で
ぁ
る
。
静
岡
県
の
財
政
支
出
は
約

一
・
二
兆
円

（県
民
総
生
産
の
約

一
四
％
）
で
あ
り
、
北
海
道
は
静
岡
県
の
三
倍
で
あ
る
。
人
口
一
人

当
り
で
み
て
も
、
北
海
道
は
財
政
支
出
六
四

・
八
万
円
、
静
岡
県
は
三
二
・
六
万
円
で
、
北
海
道
は
静
岡
県
の
約
二
倍
の
財
政
資
金
が
財
貨

・

サ
ー
ビ
ス
購
入
に
回
っ
て
い
る
。

③
埼
玉
県
は
ヽ
北
海
道
と
同
じ
く

（∪
―
旨
）
が
マ
イ
ナ
ス
で
移

・
輸
入
超
過
＝
純
移
輸
出
が
県
民
総
生
産
に
比
し
、
マ
イ
ナ
ス
九

・
六
％

六
約

｝
兆
円
）
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
埼
玉
県
は

「県
外
か
ら
の
純
所
得

（所
得
受
取
―
所
得
支
払
）
」
が
プ
ラ
ス
二
三
・
七
％

（実
額
で

約
三
・
三
兆
円
）
と
、
他
県
で
は
ご
く
わ
ず
か
な
項
目
が
た
い
へ
ん
大
き
い
。
東
京
な
ど
で
働
い
て
得
た
所
得
を
、
埼
玉
県
内
に
持
っ
て
返
る

人
が
多
い
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
項
計
が
商
品
の
移
輸
入
超
過
額
を
上
回
り
、
県
際
関
係
で
、
収
支
は
プ
ラ
ス
、
県
民
総
生
産
を
引
き
上
げ
て
い



る
形
に
な
つ
て
い
る
。
埼
玉
県
と
北
海
道
の
県
民
総
生
産
は
一
三
・
九
兆
円
と
一
二
・
五
兆
円
で
は
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
ど
ん

な
市
場
＝
需
要
要
因
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
は
、
か
な
り
違
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

④
最
後
に
愛
知
県
を
と
り
あ
げ
た
が
、
愛
知
県
は
静
岡
県
と
同
様
、
自
動
車
産
業
な
ど
が
リ
ー
ド
す
る
全
国
で
も
有
数
の

「
移

・
輸
出
超
過

県
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
愛
知
県
は
埼
玉
県
と
は
逆
に
、

「県
外
か
ら
０
純
所
得

（所
得
受
取
―
所
得
支
払
」
が
マ
イ
ナ
ス
八

・
二
％
、　
一
・

六
兆
円
）
で
、
近
県
在
住
者
が
愛
知
県
で
働
き
、
得
た
所
得
を
県
外
へ
持

っ
て
出
る
率
が
高
い
。
こ
れ
は
同
じ

「
移

・
輸
出
超
過
県
≒
で
も
、

静
岡
県
と
は
違
う
点
で
あ
る
。

さ
て
次
章
で
は
い
以
上
み
て
き
た
静
岡
県
経
済
の
特
徴
を
ふ
ま
え
て
、
静
岡
県
経
済
の
計
量
モ
デ
ル
の
説
明
に
は
い
ろ
う
。

注（１
）

浅
利
一
郎
・
土
居
英
二

「静
岡
県
経
済
の
計
量
モ
デ
ル
分
析
」
静
岡
大
学

『法
経
研
究
』
第
二
五
巻
三
・
四
号
、
一
九
八
七
年
二
月
。
な
お
、
浅
利
一

郎

「地
域
所
得
の
形
成
と
循
環
―
そ
の
理
論
的
考
察
―
」
、
土
居
英
二

「
地
域
所
得
循
環
構
造
と
地
域
開
発
政
策
の
諸
類
型
」

（
い
ず
れ
も
上
原
信
博
編

著

『
現
代
先
端
技
術
の
展
開
と
地
域
経
済
卜
浜
松
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
と
地
域
経
済
へ
の
影
響
Ｊ
』

（昭
和
６０
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告

書
』
昭
和
六
一
年
二
月
、
所
収
）
参
照
。

（
２
）

こ
の
認
識
は
、
上
原
信
博
氏
の
、
静
岡
県
経
済
に
つ
い
て
の
次
の
整
理

‐に
、
第
二
次
産
業
を
ふ
く
め
、
所
得
循
環
の
視
点
か
ら
再
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
上
原
信
博
氏
は
、
静
岡
県
の
経
済
構
造
の
特
質
を
、
①
加
工
組
立
型
を
特
徴
と
す
る
工
業
県
で
あ
る
こ
と
、
②
そ
の
市
場
は
広
く
国
内
外
に
展
開
し

て
い
る
こ
と

（
「移
・
輸
出
移
存
型
」
経
済
）
、
③
送
り
出
さ
れ
る
工
業
製
品
は
、
主
と
し
て
消
費
財
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
静
岡
県
経
済
の
経
済

循
環
＝
再
生
産
は
、
広
く
県
外
の
消
費
財
市
場
に
依
存
す
る
加
工
ｏ
組
立
型
工
業
に
主
導
さ
れ
、
そ
の
市
場
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
、
と
整
理
し
て
い
る
。

第
二
章
　
県
内
産
業

へ
の
円
高

。
原
油
安
の
影
響
と
計
量
モ
デ
ル
の
構
成

前
章
で
は
、
静
岡
県
経
済
の
再
生
産
＝
循
環
構
造
の
特
徴
と
、
計
量
モ
デ
ル
の
基
本
骨
格
に
つ
い
て
提
示
し
た
。
本
稿
で
は
、
今
回
の
円
高

為
替
レ
■
■
、
原
油
価
格
の
動
向
と
静
岡
県
経
済
へ
の
影
響
の
分
析
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一



法
経
研
究
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六
巻
三
号
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九
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。
原
油
安
が
県
内
産
業

へ
与
え
た
実
際
の
影
響
を
検
討
し
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
、
為
替
レ
ー
ト
・
原
油
価
格
の
地
域
経
済

へ
の
影
響
を
分
析
で
き

る
計
量
モ
デ
ル
の
詳
細
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

（
一
）
　
円
高

・
原
油
安
の
県
内
産
業
へ
の
影
響

円
高
の
日
本
経
済
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
明
暗
双
方
の
二
つ
の
影
響
が
あ
る
。

「明
」
の
ほ
う
の
影
響
は
、
円
高
↓
輸
入
商
品
の
価
格
低
下
↓
輸
入
資
源
に
依
拠
す
る
産
業
中
心
に
収
益
大
幅
改
善
↓

一
般
卸
売
物
価
低
下

↓
他
産
業
の
コ
ス
ト
改
善
↓
他
産
業
の
収
益
改
善
、
と
い
う
径
路
と
内
容
で
あ
る
。
他
方

「暗
」
の
ほ
う
の
影
響
は
、
逆
に
、　

‐円
高
↓
輸
出
産

業
の
円
換
算
売
上
一代
金
の
低
下
↓
輸
出
産
業
の
収
益
大
幅
低
下
↓
関
連
産
業
の
収
益
低
下
、
と
い
う
径
路
と
内
容
で
あ
る
。

地
域
経
済
、
例
え
ば
静
岡
県
経
済
に
つ
い
て
も
静
岡
経
済
研
究
所
が
上
記
の
視
点
に
た
っ
て
、
産
業
別
に
み
た
円
高
差
益
Ｉ
差
損
の
大
き
さ

を
数
量
的
に
分
析
し
た
先
例
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
静
岡
県
へ
の
影
響
を
み
る
手
が
か
り
と
し
て
、
円
高
の
影
響
が
実
際
に
現
れ
た
昭
和
六
一
年

に
つ
い
て
の

『
静
岡
県
工
業
統
計
調
査

（速
報
）
』
結
果
が
発
表
さ
れ
た
の
で

（第
２
表
）
こ
れ
を
利
用
し
よ
う
。

表
で
は
、
④
⑤
⑥
欄
に
昭
和
六
０
お
よ
び
六
一
年
の

「出
荷
額
」
と
そ
の
増
減
を
掲
げ
、
⑦
欄
に
県
の

『
貿
易
事
情
調
査
』
に
よ
る
県
内
産

業
の
同
じ
年
の

「輸
出
額
」
の
増
減
を
掲
げ
た
。
両
統
計
の
産
業
分
類
が
付
き
合
わ
な
い
点
も
あ
る
が
、
大
ま
か
な
対
比
は
で
き
る
。
⑥
欄
の

―出
荷
額
増
減
か
ら
⑦
欄
の
輸
出
額
増
減
を
引
け
ば
、
国
内
お
よ
び
県
内
市
場
向
け
出
荷
額

（内
需
の
増
減
＝
③
欄
）
の
大
ま
か
な
動
き
も
分
か

Ｚり
。ま

た
、
円
高

・
原
油
安
が
逆
に
輸
入
を
つ
う
じ
て
県
内
各
産
業
に
及
ぼ
す
コ
ス
ト
低
下
の

「
明
」
の
ほ
う
の
影
響
を
み
る
た
め
に
⑨
⑩
⑪
欄

に
は
、

『
県
工
業
統
計
調
査
結
果
』
の

「
原
材
料
使
用
額
」
の
動
き
を
掲
げ
た
。
こ
の
項
目
は
、
円
高
と
原
油
安
に
よ
る
コ
ス
ト
低
下
部
分
だ



け
で
な
く
、
出
荷
額
に
ほ
ぼ
比
例
し
て
変
化
す
る
部
分
、
企
業
の
商

‐品
・
技
術

・
設
備
の
変
化
や
経
営
コ
ス
ト
節
減
努
力
、
な
ど
い
ろ
ｔ、
ろ
な

要
素
が
関
係
し
て
い
る
が
、
⑫
欄
に
出
荷
額
に
は
ぼ
比
例
し
て
増
滅
す
る
部
分
を
、
⑬
欄
に
円
高
と
原
油
価
格
低
下
に
よ
る
コ
ス
ト
低
下
部
分

を
ふ
く
む
他
の
部
分
を
示
し
た
。
こ
れ
も
大
ま
か
な
仕
分
け
と
し
て
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

表
の
最
後
は

「粗
付
加
価
値
」
項
目
で
あ
る
。
こ
れ
は

「
出
荷
額
」
か
ら

「原
材
料
使
用
額
」
を
引
い
た
も
の
に
近
く
、
企
業
業
績
と
生
産

所
得
の
動
き
を
み
る
上
で
参
考
に
な
る
。

表
の
左
側
①
②
③
欄
は
、
参
考
と
し
て
、
上
述
し
た
円
高
差
益

・
差
損
の
静
岡
経
済
研
究
所
の
計
算
値
を
あ
げ
た
‐。
静
岡
経
済
研
究
所
の
計

算
は
、
県
内
各
産
業
の
生
産

・
輸
出
入
の
数
量
水
準
を
円
高
以
前
と
変
わ
り
が
な
い
と
仮
定
し
た
上
で
、
円
換
算
手
取
り
＝
出
荷
金
額
の
減
少

（円
高
差
損
）
や
、
原
材
料

・
燃
料
安

（円
高
差
益
）
の
産
業
間
で
の
完
全
波
及
の
計
算
で
あ
り
、
円
高
に
と
も
な
う
実
際
の
数
量
ベ
ー
ス
ｏ

金
額
ベ
ー
ス
で
の
輸
出
入
や
出
荷
額
の
推
移
を
測
定
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、

『
県
工
業
統
計
調
査
』
結
果
と
対
比
し
て
考
え
て
み

る
と
、　
一
つ
の
判
断
材
料
と
し
て
価
値
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

さ
て
、
表
の
解
説
か
ら
読
み
取
り
に
移
ろ
ヶ
。
表
か
ら
は
、
次
の
大
ま
か
な
特
徴
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

第

一
。
素
材
型
産
業
。
出
荷
額
は

「化
学
工
業
」
の
内
需
を
の
ぞ
い
て
、
ほ
ぼ
軒
並
み
外
需
内
需
と
も
低
迷
し
て
い
る
が
、
反
面
で
原
材
料

コ
ス
ト
は
大
き
く
低
下
し
、
輸
入
資
源
依
存
型
産
業
と
し
て
円
高
の
恩
恵
面
を
よ
く
う
け
て
、
化
学

〔県
中
部

。
東
部
の
薬
品
化
粧

‐品日
、
石

油

・
石
炭
、
本
材

・
木
製
品
、
パ
ル
プ

・
紙

〔県
東
部
の
富
士
市
〕
な
ど
の
県
内
有
力
業
種
で
収
益
（付
加
価
値
）改
善
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

よ
う
す
が
表
れ
て
い
る
。

こ
の
点
、
静
岡
経
済
研
究
所
の
素
材
型
産
業
群
に
関
す
る
計
算
値
は
、

（
ア
）
円
高
の
影
響
と
し
て
の

「明

・
暗
」
双
方
の
結
果
と
し
て
素

材
型
産
業
の
な
か
で
も
鉄
鋼
、
金
属
製
品
、
繊
維
で
の
業
績
悪
化
、
他
業
種
で
の
業
績
改
善
を
示
し
て
い
る
こ
と

（③
欄
と
⑭
欄
の
対
比
）
、

（イ
）
石
油

・
石
炭
、
鉄
鋼
、非
鉄
金
属
、
繊
維
、
パ
ル
プ
・
紙
の
輸
出

・
生
産
額
減
少
＝
差
損
（②
欄
）
の
計
算
値
は
実
際
の
出
荷
額
減
少

（⑥

為
替
レ
ー
ト
、
原
油
価
格
の
動
向
と
静
岡
県
経
済
へ
の
影
響
の
分
析
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二

〓ニ
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欄
）
の
推
移
と
は
ぼ

一
致
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
原
材
料

安
の
推
計
が
お
お
め
に
で
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
、
全
体

と
し
て
素
材
型
産
業
に
つ
い
て
は
、
現
実

‐
の
推
移
は
計
算

値
の
傾
向
に
そ
っ
た
動
き
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
二
。
加
工

・
組
立
型
産
業
。

一
般
機
械
の
不
振
を
め

ぞ
き
、
出
荷
額
は
堅
調
に
伸
び
て
い
る
。
輸
出
は
軒
並
み

打
撃
を
う
け
て
低
下
し
た
が

（⑦
欄
）
、
内
需
が
そ
れ
以

上
の
伸
び
を
示
し

（③
欄
）
た
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
原

材
料
使
用
額
に
た
い
す
る
円
高
の
メ
リ
ッ
ト
は
素
材
型
産

業
と
は
逆
に
、
ほ
と
ん
ど
浸
透
し
て
い
な
い
。
粗
付
加
価

値
は
全
体
と
し
て
増
加
し
て
い
る
。

加
工

・
組
立
型
産
業
の
こ
う
し
た
動
向
は
、
静
岡
経
済

研
究
所
の
計
算
値
の
傾
向
と
大
き
く
く
い
違

っ
て
い
る
。

特
に
輸
出
額
に
た
い
す
る
円
高
の
打
撃
は
測
定
値
ほ
ど
で

な
く

（②
欄
と
⑦
欄
〉
、
さ
ら
に
、
現
実

‘
に
は
企
業
の
販

路
も
内
需

へ
大
き
く
シ
フ
ト
し
た
こ
と
な
ど
、
出
荷
額
の

動
向
が
計
算
値
と
違

っ
て
い
る
“
後
者
は
産
業
連
関
分
析

で
は
原
理

‐的
に
フ
ォ
ロ
ー
で
き
な
い
部
分
で
あ
る
。

割 に よ る 昭 和 61年 の 製 造 業 の 動 向
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膨 輪
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荷 予
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炭
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属
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工
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械
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第2慶 円高・鷹油安が静岡県晦 へ風艘した影響0閣鴫

“

D‐
,

為
替
レ
ー
ト
、
原
油
価
格
の
動
向
と
静
岡
県
経
済
へ
の
影
響
の
分
析

第
二
。
生
活
関
連
型
産
業
。
食
料
品
は
、
輸
出
は
低
迷

し
た
が
内
需
増
で
出
荷
額
は
伸
び
、
原
材
料
安
の
メ
リ
ッ

ト
も
う
け
て
業
績
を
伸
ば
し
た
。
逆
に
楽
器
を
ふ
く
む

「

そ
の
他
産
業
」
は
輸
出

・
内
需
と
も
落
ち
こ
み
、
業
績
は

悪
化
し
た
。
静
岡
経
済
研
究
所
ら
計
算
値
は
、
．こ
れ
ら
業

，種
の
動
―向
と
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る
。

総
括
。
円
高

・
原
油
安
が
県
産
業
に
与
え
た
影
響
は
、

一
般
的
に
い
っ
て
、
輸
出
が
全
業
種
で
前
年
比
平
均
七
―

八
割
に
低
下
し
打
撃
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
が
、
他
方

で
素
材
型
産
業
は
原
材
料
安
の
メ
リ
ッ
ト
面
が
大
き
く
出

て
付
加
価
値
は
上
昇
、
組
立
加
工
型
産
業
は
内
需
が
伸
び

て
同
じ
く
付
加
価
値
は
上
昇
、
と
い
っ
た

一
般
的
な
動
向

が
う
か
が
え
る
。
最
下
段
の
製
造
業
合
計
欄
も
ほ
ぼ
そ
の

傾
‐向
を
示
し
て
い
る
が
、
業
種
別
に
は
逆
の
場
合
も
も
ち

ろ
ん
あ
る
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

次
節
で
は
、
こ
う
し
た
現
実
の
推
移
の
観
察

を
も

と

に
こ
れ
を
で
き
る
だ
け
忠
実
に
反
映
す
る
計
量
モ
デ
ル
の

構
築
を
検
討
し
よ
う
。

一
一
五
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注（１
）

静
岡
経
済
研
究
所

「
マ
ィ
ナ
ス
影
響
を
強
く
受
け
る
静
岡
県
の
産
業
―
産
業
連
関
分
析
析
に
よ
る
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
試
算
―
」

「経
済
月
報
』
一
九

八
六
年
一
二
月
号

〔補
注
〕
　
静
岡
県
内
産
業
の
貿
易
に
関
す
る
各
種
の
統
計
資
料
と
そ
の
比
較
に
つ
い
て

県
内
産
業
の
輸
出
入
額
の
実
態
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
次
の
よ
う
な
諸
資
料
が
利
用
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
概
念
上
の
違
い
を
も
っ
て
お
り
、
利
用
す

る
場
合
、
気
を
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
の
一
・
二
章
で
県
産
業
の
「輸
出
額
」
と
し
て
主
と
し
て
利
用
し
た

『静
‐岡
県
貿
易
事
情
調
査
報
告
』
の
信
頼
性
・
正

確
性
を
確
認
す
る
意
味
で
、
こ
の

〔補
注
〕
で
他
統
計
と
の
比
較
を
し
て
お
く
。
な
お
、
居
城
弘

「静
岡
県
の
貿
易
構
造
」

（上
原
信
博
編
著

『静
岡
県
の
地
域
経

済
構
造
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
九
年
）
も
参
照
の
こ
と
。

①
県
庁
が
毎
年
、
一
―
一
二
月
の
一
年
間
に
つ
い
て
、
県
内
に
本
店
・
支
店
を
有
す
る
貿
易
関
連
約
一
、
０
０
０
社
に
調
査
表
を
郵
送
し
て
調
べ
て
い
る
統
計
調

査
と
し
て
、
静
岡
県
商
工
部
国
際
化
推
進
室
八
以
前
は
観
光
貿
易
課
）

『静
岡
県
貿
易
事
情
調
査
報
告
書
』
が
あ
る
。

・②
名
古
屋
税
関
が
ま
と
め
て
い
る

『管
内
貿
易
速
報
』
の
清
水
港
分
。
こ
れ
は
「清
水
税
関
支
署
」
資
料
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
月
次
で
税
関

手
続
き
を
も
と
に
し
た
業
務
統
計
で
あ
る
。
現
物
は
入
手
し
に
く
く
、
清
水
税

‐関
支
署
で
も
直
接
行
け
ば

，閲
覧
は
可
能
だ
が
、
次
の
二
種
類
の
統
計
書
に
転
載
さ
れ

て
い
る
の
で
便
利
で
あ
る
。
盆
）静
田
県
庁
の
統
計
課
が
■
一
回
発
行
し
て
い
る
『瀞
岡
県
の
統
計
』
。
月
次
ベ
ー
ス
の
動
き
が
つ
か
め
る
。
た
だ
品
目
別
輸
出
入

に
つ
い
て
価
額
ベ
ー
ス
し
か
掲
載
さ
れ
て
い
ず
、
原
資
料
の
数
量
ベ
ー
ス
表
、
ド
ル
評
価
額
表
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
公
じ
清
水
市
総
務
部
情
報
管
理
課

『清
水
市

の
統
計
』
の
貿
易
の
部
。
数
量
ベ
ーー
ス
表
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
年
十間
ベ
ー
ス
で
、
月
次
表
は
な
い
。

③
同
じ
清
水
港
に
か
ん
す
る
業
務
統
計
で
、
静
岡
県
清
水
港
管
理
局
が
作
成
し
て
い
る
『清
水
港
統
計
年
報
』
が
あ
る
。
こ
の
統
計
は
「積
載
ト
ン
数
」
を
ベ
ー

ス
に
し
て
お
り
、
金
額
〓
数
量
ベ
ー
ス
の
輸
出
入
の
動
き
は
つ
か
め
な
い
。

「積
載
ト
ン
数
」
と
は
、
重
量
の
こ
と
で
は
な
く
、
船
荷
の
外
形
的
容
積
の
こ
と
で
あ

スυ。④
県
内
の
主
な
業
界
の
動
き
を
商
工
会
議
所
な
ど
が
調
べ
た
資
料
。
例
え
ば
浜
松
商
工
会
議
所
は
「浜
松
市
・
磐
田
市
な
ど
に
立
地
し
て
い
る
ヤ
マ
ハ
、
ホ
ン
ダ
、

ス
ズ
キ
な
ど
の
主
力
企
業
を
中
心
と
し
て
関
連
企
業
の
多
い
「
二
輪
車
」
の
台
数
ベ
ー
ス
の

「輸
出
」

「国
内
」

「
Ｋ
Ｄ
生
産
」
を
月
次
で
発
表
し
て
い
る
。

「自

動
車
」
に
つ
い
て
も
‐同
様
の
数
字
を
発
表
し
て
い
る
“
部
分
的
だ
が
こ
れ
ら
も
利
用
で
き
る
資
料
で
あ
る
。
静
‐岡
県
総
務
部
統
計
課

『静
岡
県
の
景
気
動
向

（静
岡



〔付回 !〕 静岡県の「二輪自動車」輸出の資料と指標比較

数
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ン

出
千

輸
＜

為
替
レ
ー
ト
、
原
油
価
格
の
動
向
と
静
岡
県
経
済
へ
の
影
響
の
分
析

輸出金額
(十億円)

500

浄寸≒ぺ_Л
働

L2~ミ
I潔

』

ll

注

一
一
七

0.8

資料④では昭和56年よりKD生産の統計がとられ始めているし、

資料②では昭和59年 より「二輸車」と「同部品」が分かれている注
ここでは「二輸車Jのみ掲げた。資料①の61年は集計中。

本文 (補注)参照。

〔資料③〕
清水港統計
(ト ン1目盛右)

〔資Ю 〕
「静岡県貿易事情調勤

(金額・目盛左)

〔資料②〕
清水税関統計

(金額・目盛左)

〔出所〕
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県
経
済
指
標
）
』
に
月
次
を
含
め
た
デ
ー
タ
が
転
載
さ
れ
て
い
る
の
で
利
用
し
や
す
い
。
県
内
輸
出
の
主
力
商
品
の
一

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
を
一
覧
で

‐図
示
し
た
の
が

〔付
図
１
〕
で
あ
る
。

〔付図 2〕  県内産率9軍易年甲す番購続計?概念比較

騨贔諄謄猾

他港経由

他港経由

他港経由
他県産業の貿易額

他港経由

GD 網かけの部分が, それぞれの資料のカバンッジ (捕捉範囲)で

ある。

一
一
八

つ
で
あ
る

「
二
輪
車
」
の
輸
出

に
か
ん
じ

一
諸
資
料
の
お
お
ま
か
な
違
い
は
以
上
の
と
お
り
だ
が
、
①
②
③
の
資
料
の
概
念
上

の
違
い
を
も
う
少
し
整
理
し
て
お
く
。
地
域
の
貿
易
に
か
ん
す
る
こ
の
三
つ
の
資
料

相
互
の
関
係
は

〔付
図
２
〕
に
示
す
。

県
内
産
業
が
商
品
を
輸
出
す
る
場
合
、
②
に
関
わ
る
税
関
手
続
き
を
ど
こ
で
す
る

か
、
と
い
う
問
題
と
、
③
に
関
わ
る
、
実
際
に
荷
を
ど
こ
の
港
か
ら
海
外
へ
出
す

・か
、
と
い
う
問
題
は
分
け
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

②
の
清
水
税
関
の
資
料
は
、
愛
知
県
、
山
梨
県
や
長
野
県
で
作
ら
れ
た
商
品
が
清

水
税

‐関
を
と
お
っ
た
場
合
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
一
方
で
、
静
岡
県
内
産
業
の
商
品
で
も

、
名
古
屋
税
関
や
横
浜
税
関
を
経
由
し
た
場
合
、
漏
れ
て
し
ま
う
。
清
水
税
関
で
の

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
通
常
は
他
港
か
ら
輸
出
さ
れ
る
場
合
で
も
、
地
元
の
税
関

で
手
続
き
を
す
る
場
合
も
あ
る
そ
う
で
あ
る
が
、
詳
し
い
実
態
は
わ
か
ら
な
い
。

③
の
静
岡
県
港
湾
管
理
局
の
統
計
は
、
逆
に
清
水
港
の
実
際
の
荷
動
き
を
お
さ
え

て
い
る
。
こ
れ
は
静
岡
県
内
産
業
の
貿
易
の
実
態
を
お
さ
え
ょ
う
と
し
た
場
合
、
清

水
税
関
統
計
と
同
じ
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
愛
知
県
、
山
梨
県
や
長
野
県
で

作
ら
れ
た
商
品
が
清
水
港
を
と
お
っ
た
場
合
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
一
方
で
、
静
岡
県
内

産
業
の
商
品
で
も
、
名
古
屋
港
や
横
浜
港
を
と
お
っ
た
場
合
、
漏
れ
て
し
ま
う
。
実

際
、
静
岡
県
の
主
力
輸
出
産
業
の
一
つ
の

「輸
送
用
機
械
・
機
械
類
」
の
商
品
が
清

水
港
か
ら
輸
出
さ
れ
る
割
合
は
、
約
五
四
％
で
あ
り
、
輸
出
品
全
体
で
約
四
八
％
で

あ
る

（静
岡
県

『昭
和
六
一
年
貿
易
事
情
調
査
報
告
書
』
――
資
料
①
）
。

こ
う
し
た
資
料
②
③
で
は

「静
岡
県
内
産
業
の
貿
易
の
実
態
」
が
つ
か
め
な
い
こ



と
は
明
ら
か
で
あ
る
。ま
さ
に
こ
の
点
を
概
念
上
お
さ
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
資
料
①

（
『静
岡
県
貿
易
事
情
調
査
報
告
書
し

で
あ
る

〔付
図
２
〕
。
こ
の
静
岡

県
庁
の
調
査
は
そ
の
意
味
で
大
変
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、

（イ
）
産
業
分
類
が
必
ず
し
も
標
準
産
業
分
類
で
は
な
く
、
ま
た
こ
の
産
業
分
類
を
前
提
に
し
て
も
、

例
え
ば

「雑
製
品
」
の
中
に
む
し
ろ

「機
械
類
」
に
分
類
す
べ
き
精
密
機
器
や
音
響
製
品
・
録
音
再
生
機
・
ビ
デ
オ
が
含
ま
れ
て
い
る
、

（
口
）
調
査
対
象
企
業
の

選
定
の
難
し
さ

（県
庁
で
の
と
ヤ
リ
ン
グ
で
は
、
直
接
輸
出
商
品
だ
け
で
な
く
、
輸
出
品
の
部
品
も
含
め
て
な
る
べ
く
広
ぐ
捕
捉
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
こ
と
、

そ
の
範
囲
の
線
を
ど
う
引
く
か
は
、
定
義
上
な
か
な
か
難
し
い
）
、

（
ハ
）
数
量
ベ
ー
ス
の
実
態
が
分
か
ら
な
い
、
な
ど
い
く
つ
か
の
整
理
す
べ
き
問
題
も
同
時
に

抱
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　

．

本
稿
で
は
、
こ
の

『静
岡
県
貿
易
事
情
調
査
』
を
県
内
産
業
の
貿
易
の
基
礎
資
料
と
し
て
第
一
章
で
産
業
連
関
表
と
、
第
二
章
で
は

『
工
業
統
計
調
査
』
と
そ
れ

ぞ
れ
併
用
し
て
い
る
。
こ
の
三
種
類
の
資
料
の
本
稿
で
の
用
い
方
に
つ
い
て
、
ひ
と
こ
と
付
言
し
て
お
く
。

産
業
連
関
表
の
産
業
分
類
に
も
と
づ
く
数
字
は
ア
ク
テ
イ
ビ
イ
テ
イ
・
ベ
ー
ス
、
つ
ま
り
同
種
商
品
の
集
合
を
基
本
に
し
て
お
り
、
工
業
統
計
の
産
業
分
類
に
も

と
づ
く
数
字
は
、
事
業
所
ベ
ー
ス
の
数
字
で
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
一
事
業
所
が

「
二
輪
車
」
を
主
力
商
品
に
し
な
が
ら
同
時
に

「
汎
用
モ
ー
タ
刊
」
を
生
産
し
て

い
る
場
合
、
工
業
統
計
調
査
で
は
そ
の
生
産
額
は
産
業
中
分
類
で
は

「汎
用
モ
ー
タ
ー
」
の
生
産
額
も
一
括
し
て
主
力
商
品
を
基
準
に

「輸
送
用
機
械
工
業
」
に
分

類
さ
れ
て
し
ま
う
。

こ
れ
に
た
い
し
産
業
連
関
表
は
、
も
し
中
分
類
だ
と

「
二
輪
車
」
は

「輸
送
用
機
械
工
業
」
に
、

「
汎
用
モ
ー
タ
ー
」
は

「
一
般
機
械
工
業
」
に
分
類
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
両
統
計
の
産
業
分
類
方
法
の
違
い
が
実
際
に
ど
れ
だ
け
の
数
字
の
違
い
と
な
っ
て
出
て
ぐ
る
か
は
、
一
章
で
掲
げ
た
第
一
表
の
左
側
第
①
欄
と
第
②
欄
の

と
お
り
で
あ
る
。
例
え
ば
、

「輸
送
用
機
械
」
は
工
業
統
計
の
数
字
の
方
が
大
き
い
が
、
こ
れ
は
自
動
車
や
二
輪
車

‐関連
の
企
業
が
、
主
力
商
品
で
は
な
い
が
、
他

の
産
業
部
門
に
分
類
さ
れ
る
商
品
も
併
せ
て
生
産
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、

「輸
送
用
機
械
」
と
い
う
こ
と
で
わ
れ
わ
れ
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
額
は
、
む
ｔ
ろ
産
業
連

関
表
０
方
が
数
字
と
し
て
は
正
確
で
あ
る
。　
コ

般
機
械
工
業
」
な
ど
で
は
逆
に
産
業
連
関
表
の
数
字
は
工
業
統
計
の
一
・
五
倍
に
の
ぼ
り
、
そ
の
差
は
大
き
い
。

い
ろ
い
ろ
な
産
業
で
す
般
機
械
が
部
分
的
に
工
場
内
で
生
産
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
公
表
さ
れ
た

『
工
業
統
計
』
に
載
る
約
半
分
に
の
ぼ
る
額
が
ま
だ
、
あ
ち
こ
ち
の

数
字
の
中
に
違
う
商
品
の
よ
う
な
顔
を
し
て
隠
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
に
た
い
し
、
本
稿
で
併
用
ｔ
た

「静
岡
県
貿
易
事
情
調
査
』
の
産
業
分
類
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
商
品
ベ
ー
ス
で
積
み
上
げ
て
く
く
っ
て
お
り
、
産
業
連

関
表
に
近
い
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
章
の
第
一
表
は
と
も
か
く
、
第
二
章
で
工
業
統
計
と
併
用
し
た
第
２
表
は
そ
の
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
単
純
な
比
較
は
本

来
で
き
な
い
が
、
大
■
か
な
傾
向
を
つ
か
む
た
め
に
用
い
た
。

為
替
レ
ト
ト
ミ
原
油
価
格
の
動
向
と
静
岡
県
経
済
へ
の
影
響
の
分
析
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九



法
経
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六
巻
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（
一
九
八
八
）

（
二
）
静
岡
県
計
量
経
済
モ
デ
ル
の
構
成

ま
ず
、
モ
デ
ル
の
全
体
構
成
を
示
す
。

①
モ
デ
ル
は
同
時
決
定
の
計
量
モ
デ
ル
。

②
方
程
式
数
、　
一
〇
三
本

（う
ち
定
義
式

一
九
本
）

③
変
数
合
計

十
グ
ミ
ｒ
変
数

④
推
定
式
は
、
単
純
最
小
二
乗
法
に
よ
る
。
デ
ー
タ
期
間
は
原
則
と
し
て
一
九
六
五
年
―

一
九
八
五
年
の
二
一
年
間
。
　
　
　
　
　
´

第
３
表
に
変
数

一
覧
．表
を
、
第
４
表
に
モ
デ
ル
の
推
定
式
の
一
覧
・表
を
掲
げ
た
。

本
稿
で
は
、
以
前
の
モ
デ
ル
を
大
き
く
い
っ
て
次
の
諸
点
で
改
定
し
た
。
①
為
替
レ
ー
ト
、
原
油
価
格
の
変
化
が
静
岡
県
下
の
産
業
経
済
に

与
え
る
影
響
の
諸
過
程
を
分
析
で
き
る
よ
う
に
、
モ
・デ
ル
に
関
連
．諸
変
数
を
明
示
的
に
組
教
込
ん
だ
こ
と
。
②
雇
用
系
列
の
諸
関
数
に
つ
い
て
、

以
前
の
そ
・デ
ル
は
県
人
口
や
賃
金
指
数
の
自
己
回
帰
を
．説
明
変
数
と
し
た
独
立
型
で
あ
っ
た
の
を
、
県
民
総
生
産

（実
質

・
名
目
）
の
動
向
に

よ
っ
て
も
規
定
さ
れ
る
従
属
型
に
修
正
し
た
こ
と
、
等
で
あ
る
。

反
面
、
モ
デ
ル
の
改
定
に
あ
た
っ
て
、残
し
た
課
題
も
あ
る
。
例
え
ば
県
下
の
産
業

・
企
業
の
利
潤
指
標
は
、
ン」あ
モ
デ
ル
で
は
県
民
所
得
ベ

ー
ス
の
産
業
別

「営
業
余
剰
」
や
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る

「法
人
所
得
、個
人
業
主
所
得
」
で
把
握
し
て
い
る
。
し
か
し
近
一年
、
企
業
利
潤
は
生
産

活
動
を
う
う
じ
た
営
業
利
益
だ
け
で
な
く
、証
券
投
資
な
ど
の
収
益
に
比
重
が
か
か
っ
て
い
る
が
、
ン」
れ
は
全
国
対
象
の

「
法
人
企
業
統
計
」
の

県
内
版
に
あ
た
る
包
括
的
な
県
内
企
業
財
務
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ
が
な
い
の
で
、
こ
う
し
た
利
潤
活
動
は
モ
デ
ル
に
組
み
込
ん
で
は
い
な
い
。

為
替
レ
ー
ト
や
原
油
価
格
の
変
動
が
県
―内
の
産
業
や
経
済
に
与
え
る
影
響
と
径
路
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
を
組
む
に
あ
た
っ
て
．第
四
図
の
フ
ロ

ー
チ
ャ
ー
ト
の
よ
う
に
考
え
た
。
■
の
第
４
図
で
は
、

一
二
〇

三
二
個
。
内
生
変
数
、　
一
０
三
。
外
生
変
数
二
九

（外
生
変
数
の
う
ち
わ
け
は
、
全
国
外
生
変
数
一
０
＋
県
内
外
生
変
数
五

耐円
）
　
。
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〔製造業 :出荷額(SDMll原材料使用額(CST)、 付加価値額(YG51)〕

〔1:輸送用IIl械、2:化学、3:電気機械、4:楽器玩具、5:食 品、6:一般機械、7:そ の他〕

〔県民所得の生産過程〕
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〔県民所得の分配過程〕 〔県民所得の支出過程〕
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第 3表 変数,データ出所,7ァ イナル・ テス ト(F.T:)平均誤差,一覧表

(F.T.=1976年～1984年)

①内生変数

変  数  名 変  数 期間 単 位 デ ー タ 出 所

I.所得生産ブロック

2.55

2.87

0.51

0.50

0。 13

1:69

全国物価指数等

131 県内製造業出荷額

肇景『∫索詈學肇書。
(鮮 2.58

1.84

2.58

2.07

1.39

3.14

1.39

0.72

≦塞黛甲裏稽f他の

f4)製造業部門別原材料使用額一
一
一一一一 1.輸 送 用 機 械

2.化     学

3.電 気 機 械

蝙饉0・甕
″

″

CST l

CST 2

CST 3

3.66

2.00

2.64

全 国 輸 出 |」E.FY I年度

全 国 輸 出 IJEoCY I暦年

全国民商設備投資 I JIP.CY I ″

全国国内資本形成 IJIoCY I ″

国内民間消費支.出 IJC,CY I ″

国 内 総 生 産 I GDPoCYI″

10億円 1経済企画庁『 国民経済計

７

　

８

９

１０

１１

全国卸売物価指数

全国卸売物価指数

原 油 価 格

原油輸入物価指数

外 国為替 レート

RIDoCY I

RID.FY
POIL.CY

rO I

酢
　
戦
酢
″
″

80準F =1

″

US$/bl

75委「 100

円/ドル

日本銀行『卸売物価指数

年測
″     :

東洋経済『統計月報』
″

″     :

3.78

2.92

1.67

3.65

1.70

1.輸 送 用 機 械 ISDM l

2.化     学 ISDM 2
3.電 気 機 械 ISDM 3
4.楽 器・玩 具 ISDM4

5.食     品ISDM5
6。 一 般 機 械 ISDM 6
7。 そ  の  他 ISDM 7

出 荷 額 合 計 ISDM

100万円

″

″

″

″

″

″

″



２３

　

２

“

％

　

ν

4.楽 器・ 玩 具

5。 食    品

6。 一 般 機 械

7。 そ  の  他

原材料使用額合計

″
 曇鰹業甲裏稽9他

の
″

″

″
 長蓼発拝偲罫貪

計―
″

馨罫曇』
『静岡県の県民経

YNlR=YN1/YGM

馨罫昼』
『静甲県の県民経

″

″

″

曇][」[曇暑曾:量量澄
″

″

″ (含む,公務・非営
矛1団体)

″

″

CST 4

CST 5

CST 6

CST 7

CST

″

　

″

　

″

″

　

″

　

″

.00

.46

.16

.06

.36

4.15

4.23

3.34

2.76

4。 95

6.25

2.70

1.12

1.61

1。 31

0。 67

1.38

0.63

法
経
研
究
三
六
巻
三
号

（
一
九
八
八
）

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

1.農林水産 鉱業

同県民総牛産比

2.建  設  業

3.電気・ガス・ 水道

同 産 出 額

同原材料使用額

県内電力消費量

4.卸 売・小 売 業

5。 製  造  業

6.金融・保険・不動

7.サ ー ビ ス 業

8.運 輸・ 通 信 業

県内総生産 (名 目)

1.農林水産 鉱業

2.建  設  業

YNl

YNlR
YN2

YN3
X3
U3
DEN.FY

YN4

YN5
YN6
YN7

YN8
YGM 一

二
四

Ⅱ。所得分配プロッタ (め 産業別雇用者所得

戦
　
″

９

　

　

０

YWlT

YW2T

10げ円

″

馨罫曇
『 繭

岡県の県民経

″

6.09

2.04

lr輸 送 用 機 械

2.化     学

3.電 気 機 械

4.楽 器・玩 具

5。 食    品

6。 一 般 機 械

7.そ  の  他

製造業付加価値計

YG51

YG52
YG53
YG54

YG55
YG56
YG57

YG5T ″

″

″

″

″

″

暦年 100万円

″

″

″

″

″

″

″ 1,29

珊曇J誡饉鱗
1机

5

≦進築押裏穐f他
の

|::i!

; 
籍:I儒橿討署罫賞

・61::I

f61産 業 別 純 生 産

年度

″ i

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

100万円

100万円

″

″

100F円

″

″

″

″

″



一，
″
″
″
″

為
替
レ
ー
ト
ヽ
原
油
価
格
の
動
向
と
静
岡
県
経
済
へ
の
影
響
の
分
析

51

52

53

54

55

56

57

3.電気ガス水道業

4.卸 売・小 売 業

5。 製  造  業

6。 金融:保険・不動

7.サ ニ ビ ス 業

8.運 輸・通 信 業

雇用者所 得合計

YW3T
YW4T
YW5T
YW6T
YW7T
YW8T
YW

2.20

3.39

1.47

1.65

1.24

2.92

1.74

2.34

0.79

2.52

3.52

0。 99

0.88

1。 30

2.04

0.86

0.36

1.10

0.64

0。 72

0.40

2.99

3.00

3.77

11.47

3。 92

5.40

6.83

1.56

6.76

41.99

1.建設業賃金指数

2.電気ガス水道業

3.卸 売・小 売 業

4.運 輸・通 信 業

全産業 賃 金指数

W12
W13
W14
W18
WIT,

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

63

64

65

66

67

68

69

70

71

1.農 林 漁 鉱 業

2.建  設  業

3。 電気ガス水道業

4.卸 売・小 売 業

5.製  造  業

6.金融・保険0不動

7.サ ー ビ ス 業

8.運 輸・通 信 業

就 業 者 数 合 計

実質県 内 総 生 産

ァ フ レ ー タ ー

74

75

76

77

78

79

80

81

1.農林水産鉱 業

2.建  設  業

3.電気ガス水道業

4.卸 売・小 売 業

5.製  造  業

6.金 ,保・不動産業

7.サ ー ビ ス 業

8.運 輸・通 信 業

YPl

YP2
YP3
YP4
YP5
YP6
YP7
YP8

年度

″

″

″

″

″

″

10げ円

″

″

″

″

″

″

″

齋懃蹄腎蝶離

一
二
五

121賃 金 指 数

∞
一昨

″

″

″

″

13)経済活動別就業者数

141 実質県内総生産

一，
″
″
″
″
″
″
″

LlT
L2T
L3T
L4T
L5T
L6T
L7T
L8T
LTO

人

″

″

″

″

″

″

″

RYGM
DEF.
YGM

6)産業別営業余剰



0 制度部門別分配所得

10αげ円

″

″

%

100万円

″

″

家計可 処分所得 I DPI,H

家 計 財産所得 IYY
金融機関預金残高 IBD

平 均 預 金 金 利 I RIBD
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Ⅲ.所得支出過程
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民間最終消費支出

民間企業設備投資

政府固定資本形成

住 宅 投 資

民間1固定資本形成

総固定資 本形成
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静1岡県 FSt務締計』

馨圏景『警驚贅誌貿民経
済計賞』
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②外生変数

I。 全国指標・外生変数
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全 国 輸 出

全国民間最終消費

全国政府最終消費

全国民間設備投資

全国民1間住宅投資

全国政府資本形成

国内総生産(名 目)

外国為替 レート

格

合

価

歩

油

定

原

公
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JIP.FY

JDNP.FY
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″

″

″

″
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東洋経済『経済統計年鑑』

日銀『経済統計月報』より算出



I.静岡県内指標・外生変数

自 動 車生 産額 IAUTO.Y

県建築予定工事費 IDNOMK
新造船建造実績額 lZOSEN.

県公共事業配分費IRIGM
県一般会計予算額 IGM

静岡県『静岡県の景気動向』

清水市『清水市統計書』

静岡県 :『静岡県の景気動向』

静岡県『税務統計』

本文参照
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一
一
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①
為
替
レ
ー
ト
・
原
油
価
格
を
モ
デ
ル
体
系
の，
外
か
ら
既
知
数
と
し
て

最
初
に
与
え
ら
れ
る
外
生
変
数
と
す
る
。

②
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
が
製
造
業
を
中
心
と
す
る
県
内
輸
出
に
与
え
る

影
響
径
路
は
、
外
生
変
数

「為
替
レ
ー
ト
」
十
そ
れ
に
よ
っ
て
影
響
を
受

け
る
内
生
変
数

「国
内
輸
出
」
↓

「県
内
製
造
業
出
荷

額
」
で
追

跡

す

る
。
こ
の
内
生
変
数

「
国
内
輸
出
」
は

『
政
府
経
済
見
通
し
』
で
与
え
ら

れ
る
外
生
変
数

「
国
内
輸
出
」
を

「
為
替
レ
ー
ト
」
等
に
よ
っ
て
修
正
じ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、

『
政
府
経
済
見
通
し
』
の
予
測
時
点
で

予
見
し
え
な
か
っ
た
為
替
レ
ー
ト
の
意
変
に
よ
る
輸
出
の
変
化
を
フ
ォ
ロ

ー
す
る
よ
う
に
、
ま
た
為
替
レ
ー
ト
を
中
心
と
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
内
生

・
外
生
二
種
類
の

「
国
内
輸
出
」
変
数
を

用
意
し
た
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
為
替
レ
ー
ト
の
変
化
は

「国
内
輸
出
」
に
影
響
を
与
え
る
だ
け

で
な
く
、

「
国
内
投
資
」

「
国
内
消
費
」
に
も
影
響
を
与
え
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
モ
デ
ル
に
組
み
込
ま
な
い
で
、
あ
ら
か
じ
め
為
替
レ
ー
ト
の

水
準
に
応
じ
て

『
政
府
経
済
見
通
し
』
の
外
生
変
数

「
国
内
投
資
」

「
国

内
消
費
」
の
数
値
を
修
正
し
、
異
な
っ
た
外
生
変
数
を
体
系
外
か
ら
与
え

る
、
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。
修
正
の
具
体
的
な
方
法
は
次
の
と
お
り
。

Ⅲ.ダ ミー変数

1979準
「 =1

1980年 =1
1981`卜 =11

1982準F==1

1983生F=1
1984年 =1
1985年 =1

t973ff= 1 I DMY73

1976年=1  1 DMY76
1977年=1  1 DMY77
1978年=1   1 DMY78

1971年 =1   1 DMY71

1974年 =1   1 DMY74
Ls75+:1 I DMY75
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固 コ 藩 郵 が 絆 蒻 潟

≫ 淋 珊 辮 輌 目 ゆ 併

獅 瀬 辮 哺 鴻 Ｈ 珊 噸

〔 鴻 灘 琳 〕

〔 潮 搬 丼 〕

獅 コ 泄 酪 鶏 壼 副 爺

ヽ 　 狐 葺 革 薄 油 鶏

脚 酬 薇 珈 料 鵬

諄 団 鴻 聡 排 磯 薄

〔 鴻 酬 嘉 〕

図 ・ い コ 節 聯 薇 珈

獅 脚 鮫 ・ 鮫 気 謝 爺

獅 母 繹 難 が 験 珈

獅 ・ ― 薄 ≫ 翠 申 繊

和 加 滋 ・ 鮫 彙 諄 髄

獅 却 滋 ・ 鮫 賣 謬 鶏

一 三 八
ω ０ ０ い ０ ・

ω 『 ∞ ９ ω ・

【 ω ０ ０ ヾ ・

Ｎ 】 『 ０ 卜 ・

ド ω Ｏ ∞ 〇 〇 ・

日 ヽ Ｎ Ｎ ヾ 〇 ・

卜 〇 卜 ０ ・

ω Ｏ 『 ０ ・

い ０ ０ 卜 ・

１ １ ０ ・
『 。 ト

卜 ・
Ｎ 。

ω 。

ミ ・
Ｎ ・

〇 。
Ｈ ・

い い い ０ 【 ・ ド

ｕ ・ Ｎ 『

Ｑ 卜 ・ Ю μ

ω 【 ・ Ｎ 【

ド ド ” ・ 『

〇 ・ ０ ０ 【

【 ・ い い ヽ

〇 一 ト ト い

い 。 ω Ｎ ∞

〇 ・ ∞ ∞ 【

Ｈ ・ ω 卜 ０ 一

【 ・ ０ い ヽ

Ｎ ・ 釧 Ｏ Ｏ

ｍ ・ ｏ ω ０

Ｎ ・ ０ ０ ト

〇 ・
OO



洵
脚
戯

。
滋
賣
謝
髄

計
冊
難
が
・
う
瀞
⇒

一
九
八
五
年
度
に
た
い
す
る
八
六
年
度
の
為
替
レ
ー
ト
の
変
化
率
を

ｏ
曾
ｅ

、
国
内
消
費
Ｃ
の
伸
長
を
の
変
化
率
を
ヽ
含
３

と
す
る
。
同

様
に
、　
一
九
八
六
年
度
に
た
い
す
る
八
七
年
度
の
為
替
レ
ー
ト
の
変
化
率
を

ｏ３
じ

、
国
内
消
費
Ｃ
の
伸
長
率
の
変

化

率

を
ヽ
（錠
）
と
す

る
。
い
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

一
人
８
）・

ヽ
含
ｅ

‐
―ｌ

ｏ（鶴
）
”
ヽ
一（鶴
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　

―

の
比
例
関
係
が
あ
る
と
し
、

ヽ
（等
）
‐―――

八
雲
）
ｏ
ヽ
）器
）
卜
（曽
）
１
３

　

，̈　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
・

を
導
く
。
他
方
、
八
六
年
度
の

「
国
内
消
費
」
実
績
値
を
０
（８
）
、
八
七
年
度
の

『
政
府
見
通
し
』
の

「
国
内
消
費
」
を
０．
（鶴
）、
国
内
消
費

Ｃ
の
八
七
年
度
の
伸
長
率
を
ｏ
（鶴
）、
ｏ
含
じ

の
修
正
値
を
０
八
錠
）
と
す
れ
ば
、

ｏ
含
じ
＝

〔
ｏ
（錫
）
１
０
３
ｏビ

ヽ
０
０
３

…
Ｃ

だ
か
ら
、
０
０
式
よ
り
、

０
．（錠
）
＝

‐ｏ
（８
）
・
（
ド
＋

，
（鶴
）
・
〔
μ
ｌ
ヽ
（錠
ご
∵
‐
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・・

に
よ
っ
て
Ｑ
バ
鶴
）
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。　
　
　
　
”

こ
の

ｏ
。（∞じ

は
、
為
替
レ
ー
■
の
水
準
の
変
化
に
よ
つ
て
影
響
を
受
け
る
、
外
生
変
数

「
国
内
消
費
』
の
水
準
で
あ
る
。
外
生

変
数
Ｌ
国

為
替
レ
ー
ト
ヽ
原
油
価
格
の
動
向
と
静
岡
県
経
済
へ
の
影
響
の
分
析
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一・・曇
一九

↓
Ｘ
＝
１
３
樹
０
』
十
９
８
駕
ビ
Ｈ
＊
（
４
ｏ

＋
く
選
バ
ー
し
　
　
　
　
　
，

十
く
Ｘ
（
―
じ
）

Ｉ
Ｈ８
掲
』
＊
Ｕ
〓
く
樹

”
＝
く
０
〓
―
（
０
〓
十
＝
〓
＋
”
―
〓
十
０
０
〓
）

輌

・
辞
＞
剤
戯

．

瓢
油
峠
潮
聯

翁
理
３

菌
＞
淋
世
剛
職

（
ヽ
）

ヽ
ル
ー
貧
∞や
剛
＝
【
）̈

〔湘
珊
糾
〕

田

・

‥
ｌ
ω
・
ヽ

ミ

ヽ

」



法
経
研
究
三
六
巻
三
号

（
一
九
八
八
）

一
四
〇

内
民
間
設
備
投
資
」
も
同
じ
方
法
で
算
出
し
た
。
他
の
全
国
外
生
変
数
に
つ
い
て
は
一
八
七
年
度
の
高
政
府
経
済
見
通
し
』
あ
・数
値
を
そ
の
ま

ま
採
用
し
、
為
替
レ
ー
ト
の
変
化
に
よ
っ
て
変
え
て
い
な
い
。

以
上
の
操
作
に
よ
っ
て
、
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
が
、
静
岡
県
の
輸
出
だ
け
で
な
く
、
県
の
ほ
と
ん
ど
の
製
造
業
が
多
く
を
依
存
し
て
い
る
国

内
消
費
市
場

・
投
資
市
場
に
及
ぼ
す
変
化
と
、
県
内
製
造
業
全
体
の
出
荷
額
に
影
響
を
及
ぼ
す
仕
組
み
に
な
る
。

③
他
面
で
、
為
替
レ
ー
ト
と
原
油
価
格
が
、
県
内
産
業
の
コ
ス
ト
＝
原
材
料
使
用
額
な
ど
に
与
え
る
作
用
は
次
の
と
お
り
三
方
面
に
つ
い
て

設
計
し
た
。

第

一
。
ま
ず

「為
替
ィ
ー
ト
」
と

「原
油
価
格
」
は

「輸
入
原
油
価
格
指
数
」
を
、
そ
し
て
こ
の

「輸
入
原
油
価
格
指
数
」
と

「為
替
レ
■

卜
」
は

「全
国
卸
売
物
価
指
数
」
を
、

「
全
国
卸
売
物
価
指
数
」
と

「製
造
業
出
荷
額
」
は

「製
造
業
原
材
料
使
用
額
」
に
影
響
を
与
え
る
。

例
え
ば
、
円
高

・
原
油
安
に
よ
る
原
材
料
使
用
額
の
節
滅
作
用
は
こ
の
ル
ー
ト
で
波
及
す
る
。

第
二
。

「全
国
卸
売
物
価
指
数
」
と

「為
替
レ
ー
ト
」
は

「県
内
総
生
産
デ
フ
レ
ー
タ
ー
」
に
影
響
を
与
え
、
こ
の

「県
内
総
生
産
デ
フ
レ

ー
タ
ト
」
で
他
か
ら
導
か
れ
て
く
る

「県
内
名
日
総
生
産
」
を
除
し
て

「県
内
実
質
総
生
産
」
が
定
義
関
係
と
し
て
決
定
さ
れ
る
。

「県
内
実

質
総
生
産
」
は
、
数
量
ベ
ー
ス
の
生
産
水
準
の
指
標
だ
か
ら
、
あ
と
に
続
く
雇
用
関
連
の
諸
変
数
に
影
響
を
与
え
る
。

第
二
。
電
気
ご
ガ
ス
・
水
道
業
に
た
い
し
て
、
輸
入
原
油
価
格
の
与
え
る
影
響
は
甚
大
な
の
で
、
上
記
の
一
般
的
な
指
標
と
は
別
に
、
そ
の

関
係
を
モ
デ
ル
に
組
み
込
ん
だ
。
つ
ま
り
、
先
に
求
め
た

「輸
入
原
油
価
格
指
数
」
は
、

「県
内
実
質
総
生
産
」
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る

「電

力
使
用
量
」
と
あ
わ
せ
て
電
気

・
ガ
ス
・
水
道
業
０
コ
ス
Ｌ
を
示
す

「電
気

・
ガ
ス
・
水
，道
業
中
間
摂
た
狙
」
に
作
用
し
「
そ
の
‐‐純
生
産
な
ど

に
影
響
を
与
え
る
、
と
し
た
。

第
３
表
に
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
テ
ス
ト
の
結
果
を
掲
げ
た
。
こ
れ
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、

「計
量
経
済
モ
デ
ル
が
ど
の
程
度
、
モ
デ
ル
を
作
る

基
礎
に
な
っ
た
過
去
の
現
実
を
忠
実
に
反
映
し
、
説
明
す
る
の
か
」
に
つ
い
て
、
ィ
デ
ル
に
よ
る
計
算
値
と
過
去
の
実
績
値
と
の
え
レ
＝
平
均



誤
差
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
推
定
期
間
は
、　
一
九
六
五
年
１

一
九
八
五
年
の
二
一
年
間
で
あ
る
が
、

■
の
期
間
は
「
全
デ
ー
タ
を
統

一
し
て
収
集
で
き
る
一
九
七
六
年
十

一
九
八
四
年
の
九
年
間
を
対
象
に
し
て
い
る
。

一
第
二
章
　
為
替
レ
ー
ト

・
原
油
価
格
の
変
化
と
静
岡
県
の
産
業
経
済

一　
　
　
　
　
―
シ
ミ
ュ
レ
ｌ
γ
ョ
ン
分
析
を
通
じ
て
―

第

一
章
で
は
静
岡
県
経
済
の
構
造
的
特
徴
を
、
第
二
章
で
は
そ
れ
を
も
と
に
、
静
岡
県
経
済
の
計
量
モ
デ
ル
の
構
築
を
検
討
し
た
。
本
章
で

は
、
こ
の
二
章
の
静
岡
県
計
量
経
済
モ
デ
ル
を
用
い
て
、
為
替
レ
ー
ト
、
原
油
価
格
な
ど
の
、
内
外
経
済
環
境
の
変
化
が
静
岡
県
の
産
業
経
済

に
及
ぼ
す
影
響
を
、
ツ
ミ
ュ
レ
ー
ツ
ョ
ソ
分
析
を
通
じ
て
解
明
し
た
い
。
・　
　
　
　
　
　
　
一

分
析
の
対
象
と
な
る
期
間
、
方
法
は
次
の
と
お
り
。

①
期
　
　
間
…
…
〓
九
八
五
■
二
九
八
七
年

（
一
九
八
五
・
六
年
は
、
既
に
県

『
工
業
統
計
調
査
』
が
発
表
さ
れ
て
い
る
１

・
た
だ
し
｝
九
八

，
　

六
年
ｔ
速
報
値
・Ｌ

一・九
八
五
年
に
つ
い
て
は
洞
じ
く
県
為
県
民
経
済
計
算
』
の
結
果
…
速
報
値
…
が
発
表
さ
れ
て
い
る
）。

こ
の
期
間
設
定
を
し
た
理
由
は
、
モ
デ
ル
の
骨
格
と
な
る

『
県
民
経
済
計
算
』
の
確
定
値
が

一
九
八
四
年
ま
で
し
か
公
表
さ

　ヽ
　
　
　
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

②
外
生
変
数
…
…
外
生
変
数
は
、　
一
九
八
五
ｏ
八
六
年
の
数
値
が
あ
る
も
の
は
、
基
本
的
に
は
実
績
値
を
、　
一
九
八
七
年
に
つ
い
て
は
『
昭

為
替
レ
ー
ト
、
原
油
一価
格
の
動
向
と
静
岡
県
経
済
へ
の
影
響
の
分
析
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一

ぅノ

レ

l=1 シ `・
:

フ
ァ
イ

ナ
ル
テ

ス



(1985,8α判度lt実績値を用いている。)

ケースCl
lbl=24$

に用いた外生変数の条件設定

: 48。 9

2003511

3"・ 000

54,801

17,700‐

223600‐

350.400

919,768

29,856
.7.0%

ZO,700
1.0

919,768

29,856

7.0%

740,700

1.0

デ ー タ 出 所

経済企画庁「政府経済見通しJ

独自に算1出。本文参熊
経済企画庁 F政府経済見通しJ

独自に算出。本文参照。  Ⅲ

経済企画庁「政府経済見通しJ

設定

設定

現行変更なしと仮定

静岡県『静岡県の1景気動向』

清水市 |『清水市統計書』

静岡県 聯 岡県の景気動向』

静‐岡県『静1岡県税務統計書』

本文参照

２
￥

・Ｂ
帥
・

ケ． ス
】 態

辞

究
≡

懲

墨

員

Ｔ
貨

６

・２

１

２
．

919,760

29,856

7.0%

740:700

1。 0

一
四
二

和
六
二
年
度
政
府

経
済
見
通
し
』
の

・
　

　

　

数
子

を

も

ち

い

　̈

　

　

　

た
。

一③
分
析
方
法
…
１
二
九
八
七
年
度
を

対
象
に
、
次
の
ケ

ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ

を
行
わ
た
。
他
の

条
件
は
い
ず
れ
の

場
合
も
す
べ
て
不

変
。
　

　

　

「

ケ
ー
ス
Ａ
■
・
，
―…
標
準
ケ
ー
ス
の
組
・み

合
わ
せ
。

為
替
レ
ー
ト

ハ
一

五
〇
円
／

一
ド

ル
）
、
原
油
価
格

２

八
ド
ル
／

一

バ
ン
ル
Ｙ
こ
れ
は

43.9

201,635

339,000

",96717,700

22,600

350,400

135

24

2.5

43.9

2oO,511

339,000

1541801

17,700

塑,600

350,400

120

12

2.5



第5表 シミユレーション予測 (■7年度〉

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

為
替
レ
ー
ト
、
原
油
価
格
の
動
向
と
静
岡
県
経
済
へ
の
影
響
の
分
析

全国輸出

全国民間最終消費

全国政府最終消費

全国民1間設備投資

全国民間住宅投資

全国政府資本形成

国内総生産(名 日)

外国為替レート

原油価格

公定歩合

111自動車生産額
121新造船建造螂

131県建築予定工事費
141県一般会計予算額

151県公共事業配分費

AUTO.Y
ZOSEN.Y
DNOMK
GM
RIGM

ケースBl
lS=135¥位1拠二島拿

I.静岡県内指標・外生変数

I。 全国指標卜外生変数

22,6001  22,600
350,400 1    350,400

2.51       2.5

202,7691 201,635

339,‐0001    339,000

57.132 1    55,967

17,700 1     17,700

150 1        135

18 1         18

43.9 1      43.9JE.FC
JC.FY
JCG.FY
JIP.FY
JDNP,F了
JIG.FY
GDP.FY
EX.FY
POIL.FY
RIJB

ソL  Pヨ

1嘘円

億 円

10億円
″

″

″

円/1$

$/1bl
%

740,700 | 744,700

1.01     1.0

919,768 1    919,768

20,856 1     29,856

7.0%1   7,0%

ダミー変数DMYはすべて'87年度は0

以
上
の
経
済
要
因

が
ほ
ぼ
、
現
在
の

水
準

（八
七
年

一

〇
月
）
で
推
移
す

る
と
想
定
し
た
標

準
＝
基
準
ケ
ー
ス

で
あ
る
。

ケ
ー
ス
Ｂ
…
…
為
替
レ
ー
ト
の
変
化

　̈
　
　
　
を
み
た
も
の
。
標

準
ケ
ー
ス
Ａ
に
た

い
し
、
為
替
レ
ー

ト
の
み
変
化
さ
せ

た
。

Ｂ
ｌ
　
円
高
の
場
合

（
一
三

五
円
／

一
ド
ル
）
。

Ｂ
２
　
一
層
の
円
高
の
場
合

（
一
二
〇
円
／

一
ド

ル
）
　
。

一
四
三



法
経
研
究
三
六
巻
〓
号

（
一
九
八
八
Ｙ
Ｌ
．　
　
〓　
　
　
　
　
・　
」

ヶ
ｌ
ス
Ｃ
…
…
円
高

（
ケ
ー
ス
Ｂ
）
に
加
え
て
原
油
価
格
の
高
騰
を
な
た
も
の
。

二
五
円
で
、
原
油
価
格
が
高
騰
し
た

（二
四
ド
ル
／

一
バ
ン
ル
）
場
合
。

二
〇
円
で
、
原
油
価
格
が
高
騰
し
た

（二
四
ボ
ル
／

一
バ
ン
ル
）
場
合
。

外
生
変
数
設
定
の
詳
細
は
、
第
５
‐表

に
示
し
た
。

次
節
で
は
、
こ
れ
ら
ケ
ー，
ム
に
示
し
た
内
外
要
因
の
変
化
が
、
県
の
産
業
、
経
済
、
県
民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
の
推
定
結
果
を
検
討
す
る
。

公
一Ｙ
分
析
結
果

分
析
結
果
は
第
６
１
１
、
６
１
２
表
に
一
覧
表
の
形
で
掲
げ
た
。
ま
ず
、
諸
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
共
通
す
る
一
九
八
五
―
六
年
の
両
年
の
計
算

結
果
の
検
討
を
、
実
績
値
と
比
較
し
モ
デ
ル
の
適
合
度
を
み
て
み
よ
う

（第
６
１
１
表
、
第
６
１
２
表
、
ケ
ー
ス
Ａ
の
数
値
参
照
）
ｆ

（１
）
一
九
八
五
■
八十
六
ギ
９
啓
曇
５
ハど
実‥
綺
値‐‐

ま
ず
、

『
工
業
統
計
』
関
係
デ
Ｆ
夕
で
あ
る

「出
荷
衡
」

「原
材
料
使
用
額
」

「付
加
価
値
」
額
に
つ
い
て
み
よ
う
。
最
初
に
合
計
欄
で
み

る
。
モ
デ‐
ル
の
計
算
値‥
ば
、
八‐
ョ

・‐
八
六
年
に
つ
い
で

「出
荷
額
合
計
」
で
実
績
値
に
た
い
し
て
九
九

・
一
、
一
〇
〇

・
七
、誤
差
は
そ
れ
ぞ
れ

・
０

・
九
％
、
〇

・
七
％
で
あ
る
。

「原
材
料
使
用
額
合
計
」
で
は
九
八

・
七
，、　
一
〇
〇

・
六
、
誤
差
は
そ
れ
ぞ
れ

一
０
三
％
、
〇

・
六
％
で
あ

る
。
こ
の
結
果
を
み
れ
ば
モ
デ
ル
は
製
造
業
ら
活
動
に
つ
い
て
は
、
誤
差

一
％
内
外
で
追
跡
し
て
い
る
。
た
だ
、
八
五
年
が
低
め
に
八
六
年
が

高
め
に
で
て
い
る
の
は
、
円
高
に
よ
る
八
六
年
の
出
荷
額
の
鈍
化
、
原
材
料
使
用
額
の
減
少
と
、
指
標
の
大
き
な
折
れ
曲
が
り
を
モ
デ
ル
が
正

確
に
フ
ォ
ロ
ー
し
き
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
製
造
業
の
中
の
各
産
業
を
み
れ
ば
、
輸
送
用
機
械
が
低
め
に
、
そ
の
他
製
造
業
が
高
め
に
で

る
傾
向
が
あ
る
。　
　
・‐
‐
‐
，‐
‐，
‐―′
―
―
―
―

１ヽ
　
‐　
　
　
　
，　
　
　
　
　
　
　
　
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

Ｃ

ｌ
　

円

レ
ー
ト

Ｃ

２
　

円

レ
ー

ト

一
四
四



次
に
『
県
民
経
済
計
算
』
デ
ー
タ
を
み
よ
う
。
実
績
値
は
八
五
年

（昭
和
六
０
年
）
の
速
報
値
し
か
い
ま
の
と
こ
ろ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

所
得
の
生
産
局
面
で
あ
る

「経
済
活
動
別
県
内
純
生
産
」
は
、
合
計
で
推
定
値
が
七
兆
六
四
八
二
億
円
（
七
兆
六
九
七
二
億
円
の
実
績
値
の
九

九

・
四
％
、
誤
差
○

・
六
％
で
あ
る
。
上
述
の
工
業
統
計
関
連
の
推
定
値
が
八
五
年
に
つ
い
て
低
め
に
で
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
製
造
業
の
純

生
産
の
推
定
値
は
、
実
績
値
に
比
べ
、
や
や
低
め
に
で
て
い
る
。
他
の
産
業
の
純
生
産
の
適
合
度
は
高
い
。
八
六
年
は
円
高
不
況
の
影
響
で
金

融

・
保
険

・
不
動
産
以
外
は
軒
並
み
成
長
率
の
鈍
化
を
み
て
い
る
。

所
得
の
支
出
局
面
で
あ
る

「県
内
総
支
出
」
は
八
五
年
に
つ
い
て
合
計
値
＝
名
日
県
内
総
支
出
で
実
績
値
九
兆

一
九
六
二
億
円
に
た
い
し
、

推
定
値
九
兆
一
四
五
九
億
円
、
誤
差
〇

・
五
％
で
あ
る
。
民
間
企
業
設
備
投
資
が
低
め
に
、
移

・
輸
出
‐、
移
，
輸
入
の
推
定
値
が
高
め
に
で
て

い
る
。
八
六
年
は
実
績
デ
ー
タ
が
ま
だ
え
ら
れ
な
い
が
、
モ
デ
ル
で
は
、
名
目
県
内
総
支
出
＝
総
生
産
は
八
五
年
の
六
・
六
％
成
長
実
績

か

ら
、
伸
長
率
を
落
と
し
て
、
対
前
年
度
比
四

ｏ
六
％
の
伸
び
、
九
兆
五
六
三
〇
億
円
と
予
想
さ
れ
る
。
各
項
目
別
に
み
る
と
、
民
間
最
終
消
費

支
出
が
伸
長
率
を
低
下
さ
せ
て
い
る
と
は
い
え
、
五
％
近
く
伸
び
、
ま
た
政
府
消
費
と
公
的
資
本
形
成
は
そ
れ
ぞ
れ
五
％
前
後
の
伸
び
が
予
想

さ
れ
る
。
他
方
、
民
間
企
業
設
備
は
伸
長
率
を
大
き
く
低
下
さ
せ
て
い
る
。
移

・
輸
出
は
、
主
と
し
て
製
造
業
出
荷
額
に
よ
っ
て
、
ま
た
移

・

輸
入
は
製
造
業
原
料
使
用
額
と
県
内
総
支
出
の
項
目
で
説
明
す
る
方
程
式
の
形
を
組
ん
だ
が
、
三
％
前
後
の
伸
び
が
予
想
さ
れ
る
。
前
年
度
の

七
％
台
の
半
分
以
下
に
伸
長
率
を
低
下
さ
せ
て
い
る
。

『
県
民
経
済
計
算
』
デ
ト
タ
と
し
て
、
他
に
も
分
配
所
得
の
主
要
指
標
で
あ
る

「雇
用
者
所
得
」

「個
人
業
主
所
得
」

「法
人
所
得

（配
当

控
除
前
）
」
お
よ
び
実
質
ベ
ー
ス
の
関
連
指
標
で
あ
る

「県
内
総
支
出
デ
フ
レ
ー
タ
ー
」

「実
質
県
内
総
支
出
」

「活
動
別
就
業
者
総
数
」
を

掲
げ
た
。

「雇
用
者
所
得
」
は
八
五
年
の
伸
び
六
％
か
ら
八
六
年
は
や
や
低
下
す
る
が
、
な
お
五
％
台
の
‐伸
び
が
見
込
ま
れ
る
。

「個
人
業
主

所
得
」

「法
人
所
得

（配
当
控
除
前
）
」
指
標
は
い
ず
れ
も
基
本
的
に
は
、
営
業
余
剰
＝
純
生
産
―
雇
用
者
所
得
、
の
式
で
産
業
別
に
求
め
た

営
業
余
剰
か
ら
導
い
て
い
る
が
、
個
人
業
主
所
得
は
八
六
年
度
で
マ
イ
ナ
ス
一
％
台
に
、
法
人
所
得
は
逆
に
一
一
％
の
伸
び
と
な
っ
て
い
る
。

為
替
レ
ト
ト
、
原
油
価
格
の
動
向
と
静
岡
県
経
済
へ
の
影
響
の
分
析
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五



単位 :10億円0%

準ケース」
150円/1$
18S/1bD

(対前年比 :%)

ケースB〔円高の進行を想定〕 ケースC〔円高十原油高騰〕

Bl(135円 /1$)

(18$/1bD

B2(120円 /1$)

(18S/1bD

C2(135円 /1$)

(24S/1bD
C2(120円 /1S)

(24$/1bD

℃5年 '86年 憾7年 19871「 ′87年 19877 '87年 1987年 '87年 1987準F '87年

5.(

5.[

11.1

5.{

9。 (

15。 〔

5。 (

7.“

５

・・０

・０

。

．

一．

２

4.

2,680

1,305

1,930

927

1,508

1,006

3,949

4.3

1.9

10.0

2.7

3。 1

3.2

3.1 3,906.2

ゴ
Ч
＝
ｑ
劇
倒
Ｊ
到
釧
劇
Ｊ
ｑ
劇
Ⅵ

３

０

９

１

２

１

２

■
Ч
Ｊ
η
＝
４
湖
Ⅵ
湖
■
ｄ
刊
刻
■―

６８２
獅
９‐３０
鰤
駆
鰤
卸

２
，

１
，
■

　

１
，

Ｌ

３
，

4.3

1.9

10,0

2.7

3.1

3.2

3.1

2,663.到

1,287.5‐

1,927.8

916。 2

1,494.3

990.6

3,906.2

3.6

0.5

9.8

1.5

2.1

1.6

2.0

5. 13,307.7 13,185.0 3.J i3,:08.d 186

11.

0.

11.

3.

7.

15.

4.

2.5

‐14.1

10.1

-3.7

-2:5

-1.2

015

5。 3

4.1

10.1

4.6

4.6

4.9

4.6

1,688。 9

478,9

1,200。 7

520。 C

959.7

551。 9

2,519,7

4.7

2.0

9。 9

3.7

3.8

3.2

3.5

1,678.6

469.2

1,199。 2

515ぅ 1

952.5

542.5

2,495.0

型

０

８

７

一７

１

５

４

０

９

２

２

３

２

一

1,700.4

495。 5

1,200。 7

526.5

969.8

551,9

2,535.3

5。

5。

9.

5。

4.

3.

4.

1,689,1

484.【

1,199.1

521.1

961.1

543.{

2,509。 1

4.7

3.2

9.8

3.9

4.1

1.6

3.1

7. 7,919.ε 7,852.6 7,980。 7,907.

-4.6
.9。

C

ll.4

8,C

9。 C

15。 (

6.1

9.

8。

9.

6.

2.

-1.

5。

4.

2.

9.

2.

3.

4.

3.

877.

762.

660.

367.

434.

441.

1,310.

3.

1.

9.

1.

2.

3.

2.

870.6

755。 2

660。 C

862.1

429.[

434.〔

1,294.1

2.

0.

9。

-0.

1.

1.

1.

869.0

749。 1

660.8

360。 6

432.6

441.4

1,300.5

2.

-0.

9`

-0。

2.

3`

1.

862.

742,

660。

355.

428。

434.

1,285。

1.8

-0。 9

9.6

-2.1

1.5

1.6

0.6

6: 4. 4,854. 4,806. 4,813. 4,768. 1.7

係データ :出荷額。原材料使用額・付加価値)

法
経
研
究
三
六
巻
三
号

（
一
九
八
八
）

一
四
六



第6-1表 シミュレーション結果 (製造業関

為
替
レ
ー
ト
、
原
油
価
格
の
動
向
と
静
岡
県
経
済
へ
の
影
響
の
分
析

額

一
四
七

目項

実績値 (10億円)

対前年比 (%)

ケースA[標
C,替レート:1腎

髪種言
(推定値 :10億円)

対象年・年度 1985準F 1986準F ■5年 電6年 19854「 1986準 F 1987年

工 輸送用機械工業

業 化 学 工 業

統 電気機械工業

計 楽器・男具工業

出 食 品 工 業

荷 一 般機械工業

額 そ の他製造業

2,626.2

1,266.4

11598.0

1,011.8

1,463.4

9嚢 .8

3,585.6

2,833.5

1,292.7

1,771.4

905.8

1,506.8

873.61

3,507.2

０

０

１

５

６

９‐

５
‐

7.9

5.8

10.9

-10:5

3.0

-7.5

-2.2

2,444

1,284

1,593

900

1,447

986

3,727

2

7

3

5

1

8

1

2,570.4

1,281.2

1,755,3

903.0

1,463.1

975。 3

3,830.5

2,699.4

1,322。 9

1,932。 C

987。 7

1,522.1

1,023.2

3,992.[

出 荷 額 合 計 12,496.2 12,691.0 みJ 12,383.6 12,778.8 13,430。

同 輸送用機械工業

原 化 学 工 業

材 電気機械工業

料 楽器・玩具工業

使 食 品 工 業

用 一 般機械 工業

額 そ の他製 造業

1,686.g

556.4

1,019。 C

580.2

959。 3

519.8

2,319.2

田

・507.7

1,096.C

520.7

986.3

460.8

2,175.3

19:9

2:5

14.7

15:4

8.3

11.1

0.1

8.4

--1012

7.6

-10,3

-2.4
--11.4

-6.2

1５７３
瑯
９９．
５２．
野
５４．
４２２

０

４

３

７

３

７

５‐
「

６．３
４６９
醜
５０．
塑
剛
４３３
・

1,699.2

488.6

11202.2

524.9

966.9

1560,8

2,54生 4

原材料使用額計 7,640:8 7,525 -1月 7,543 ケ,568。
J

7,987

同 輸送用機械工業

粗 化 学 工 業

付 電気機械工業

加 楽器・玩具工業

価 食 品 工 業

値 下般 機 械工業

額 そ の他製 造業

919。

702.

536:

409:

396.

420。

1,247.

984.

776.

631.

368.

428.

408:

1,310,

2・ 1

4。 1

7,1

2111

0。 1

10。 |

4.1

7.

101

17.

-10.

3.

-2.

5ι

771・ 6

688ち 6

548。 1

339‐ 9

413.1

432.6

1,20838

847.0

749。 4

602.3

863.2

422.21

1,第 :J

885。 C

770.5

661.6

373.0

438.1

448.4

1,326.3

粗付加価値合計 4,632. 4,908. 4,402. 4,689。 2 4,903



ケース

―夕 :産業別純生産・県内総支出・その他関連指標)

150Fヨ /1
ケースB〔円高の進行を想定〕 ヶ―スC〔円高+原油高騰]

18S/1b B2(120円/1S)

(18$/1bD

Cl(135円 /1$)IC2(120円 1/$)

衝 前年比 :%) (24$/1bD I(24$/1bD

'85年 ド86年 ℃7年

‐ 1.

7.

9.

6.

5。

,  4.

6.

5.

-2.

5。

4.

‐5。

5.

4.

5.

4.

=2.
‐6,

-0:

5:

3`

4:

5:

4:

-3.

6.1

-2:

4:

3.

3.

14:

3。

241.

572.

168,

1,166.

2,756.

-4.

5。

-4.

3.

2.

3:

4:

2.

242.

574.

168,

1,174:

2,760.

913.

1,919:

527.

-3.

6.1

-3.

4.

2.

3:

4.

3.

240.

572.

165。

1,165。

2,738,

900。

1,909.

523.

243`

574.

171.

1,175`

2,7801

915.

1,922:

528:

9,912:

4.51 5,024.

4161   814.

o;ol 483,

5。 1111,743.

5:4110,287.

……16.

911.1

1,912.

524.

５

６

７

７

４

０

９

６

一
　

　

一

法
経
研
究
三
六
巻
三
号

（
一
九
八
八
）

5.512,634.

6.71 2,151.

7.1 7.11   572:

6:51 1,578:1

5.

5.

7.

11.

12.

-6.

7.

7.

4.

5.

,3.

3.

7.

2.

4.

3.

2.

3.

4.

4.

5.

7.

4.

0。

4.

4.

4,987.

812.

2,600。

2,117.

572.

1,544.

483.

11635.

0,178。

-8.

9,812.

2.915,007.71 3. 4,971.31  2.6

4.31 813.01 4. 811,91 4.2

2,91 2,634.31  4. 2,600。 61  2.9

3.41 2,151.01 5。 2,117.21 3。 4

7.11  572.91 7.1 572.91  7.1

2.11 1,578.11  4. 1,544,31 2:1

0.61   483.41  0. 483.41  0.6

3.2111,744.81  4. 1,636.11  312

3,3110,311,71 4. 0,209,31  3.5

二| -5.31 - 1.創  一

一
四
八

単位 :10億円・ %

Bl(135円 /1$)

(18$/1bD

6. 4. 9,912. 9,839. 2.81 9,882. 9, S12.41

６

１

５

０

５

０

８

5.

-1.

11.

-1.

6.

1.

8.

:

5

6

3

0

2

_]]

5。 9

-0.0

4.4

1.0

6.0

ι

制

9,245。 8‐

1,969.9

385。 9

4.

-3.

4:

1:

2.

1.

5`
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Ⅵ
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第6-2表 シミュレーション結果 (県民所得関係デ

為
替
レ
ー
ト
、
原
油
価
格
の
動
向
と
静
岡
県
経
済
へ
の
影
響
の
分
析

一
四
九

項 目 1 熙
001)

グースAL弱
(為替 レー ト:19震

鮮

(推定値 :10億円)

対象年・年度 19851「 19864「 '85年 ℃6年 1985生
「

19861「 1987盗 F

活 農 林水産 鉱業

動 建  設  業

別 電気ガス水道業

県 卸 売・小 売業

内 製  造  業

純 金融保険不動産

生 サ ー ビ ス 業

産 運 輸・通 信 業

県内総生産合計

261.

504.

167.

1,068.

2,601.

860.

1,747.

486.

-1.

5.

9。

6.

7.

5.

6.

5.

6.

259.5

512,9

167.7

1,071.1

2,558.4

847.8

1,742.3

488.6

０

　

５

１

５‐

‐
４

■
９

一

４

１
３‐

‐
４

ν
５４．
・７５
・２４
６９８
８８３
晰
５．０

244.8

576.9

175.4

1,183.8

2,803.8

919.8

1,932.2

532.6

9,196. 9,145。 9 9" 563.0 9,985。 7

民 間最 終消費

政府最終 消費
名 総固定資本形成
目  民間資本形成
県  民間住宅投資
内  民間企業設備

婁 移↑P轟
本形雷

出  (_)移 .輸入

在庫品増加等

名目県内総支出

4,657.1

726.5

2,519.8

2,059。 9

497.1

1,562.8

459.9

0,812.1

9,489.7.

―-57.6‐

9,196.21

6.

4.

10,|

15.

6。
.

18.,

-6.

6.

5。
'

6.|

459.1

103925。 (

9,615。 1

-28。 (

9,145。 1

4,845。
`

779.`

2,528.:

2,047.1

534,1

1,513.1

480。
`

11,275.1

9,859.`

-6.1

9,563.(

5,062.

815.

2,668:

2,184.

572.

1,611.

483.

11,852,

10,388.

―-24.

雇 用 者 所 得

個 人 業 主 所得

法 人 所 得

ァ フ レー ター

実質県内総生産

活動別就業者数

県 税 収 総 額

関

連

指

標

5,215。

769,

801.

107.

8,555.

386。

6

8

9

1

5

5,229

7'3

776

107

8,491

1,932

337

5,531,〔

715。 〔

865。 [

106.(

9,024.g

l,951。 〔

364.8

5,886.5

715,C

916.2

105。 9

9,424.9

1,971.2

386.7

全 国 輸 出

卸売物 価指数 覇 90。 2 -9.[

33,199。 (

97.[

19,680.C

82.4

51,880。 C

87.C



法
経
研
究
三
六
巻
三
号

（
一
九
八
八
）
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇

県
内
所
得
＝
総
支
出
を
基
準
と
し
た
物
価
指
数
で
あ
る

「県
内
総
支
出
デ
ア
レ
ー
タ
ー
」
は
、
八
五
年
年
度
の
実
績
値

（速
報
値
）
の
一
〇
七

・
五

（八
〇
年
度
＝
一
〇
〇
）
に
た
い
し
て
推
定
値

一
〇
七
・
七
と
ほ
ぼ
等
し
い
値
が
算
出
さ
れ
て
い
る
。

「実
質
県
内
総
支
出
」
は
、
八
兆

五
五
五
六
億
円

（対
前
年
度
五
・
九
％
）
の
実
績
値
に
た
い
し
て
、
八
兆
四
九

一
三
．億
円
（対
前
年
度
五
・
一
％
）と
や
や
低
め
に
出
て
い
る
。

（
２
）

一
九
八
七
年
度
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果

（
ａ
）
製
造
業
全
体
の
予
測

ま
ず
、
第
６
１
１
表
の
製
造
業
関
連
デ
ー
タ
を
見
て
み
よ
う
。

「出
荷
額
」
に
つ
い
て
合
計
値
欄
は
そ
れ
ぞ
れ
の
為
替
レ
ー
ト
に
た

い
し

て
、　
一
三
兆
四
三
〇
二
億
円

（対
前
年
比
五
・
一
％
）
、　
〓
二
兆
三
〇
七
七
億
円

（対
前
年
比
四

・
一
％
）
、　
〓
二
兆

一
八
五
〇
億
円

（対
前

年
比
三
・
二
％
）
を
示
し
「
そ
れ
ぞ
れ
約

一
二
三
〇
億
円
ず
づ
、　
一
ポ
イ
ン
ト
ず
つ
の
減
少
ど
な
る
。
円
高
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
八
六
年
の

出
荷
額
の
対
前
年
伸
長
率
は
、
実
績
値
で
前
年
の
八

・
四
％
か
ら

一
ヽ
六
％
に
急
低
下
し
た
が
、　
一・ド
ル
一
二
〇
円
水
準
は
、
標
準
ケ
ー
ス
の

五
一．
一
％
の
回
復
傾
向
か
ら

一
転
し
て
三

・
二
％
に
低
下
し
て
お
り
、
八
六
年
に
続
く
影
響
を
再
び
製
造
業
に
与
え
る
形
と
な
る
。

他
方
、

「原
材
料
使
用
額
」
は
、
円
高
の
メ
リ
ッ
ト
は
受
け
る
も
の
の
い
原
油
価
格
の
上
昇
傾
向

（八
六
年

一
バ
ン
ル
一
二
ド
ル
か
ら
八
七

年

一
バ
ン
ル
一
八
ド
ル
に
設
定
）
に
よ
っ
て
、
八
六
年
ほ
ど
に
は
低
下
せ
ず
、
合
計
値
欄
で
み
る
と
、
対
前
年
比
で
そ
れ
ぞ
れ
五
・
五
％
一
四

・
六
％
、
三
・
八
％
と
出
荷
額
の
伸
長
率
よ
り
大
き
い
伸
び
を
示
す
。
　
　
　
　
―

‥　
　
…

し
た
が
っ
て

「付
加
価
値
額
」
は
、
三
つ
の
ケ
ー
ス
の
そ
れ
ぞ
れ
に
っ
い
て
、
四

・
六
％
、
三
・
五
％
、
二
・
五
％
の
伸
び
と
な
り
、
八
六

年
の
実
績
値
六
・
０
％
に
比
べ
て
も
い
ず
れ
も
減
少
傾
向
と
な
る
。
な
お
、
そ
伊
・ル
で
は
原
油
価
格
の
変
化
が
、
そ
の
年
の
原
料
使
用
額
に
影



響
を．
与
え
る
形

で
組
ん
で
い
る
の
で
、
タ
イ

ム
ラ
グ
を
考
慮
し
て
い
な
い
。
次
に
製
造
業

の
内
部

の
各
産
業

に
？
い
て
み
よ
ヶ
。

（
ｂ
）
製
造
業

の
内
訳
産
業
別
予
測

　
　
　
　
　
　
　

・

①
輸
送
用
機
械
工
業

（自
動
車
一
二
輪
事
な
ど
）

八
六
年
時
点
の
円
の
急
騰
と
原
油
価
格
の
低
落
に
た
い
し
て
、
①
出
荷
額
は
輸
出
低
下
を
大
幅
な
内
需
掘
り
起
こ
し
で
カ
バ
ー
し
、
七
・
九

％
の
伸
長
率
。
②
原
材
料
使
用
額
は
、
八
・
四
％
の
伸
び
。
③
し
た
が
っ
て
付
加
価
値
額
は
、
七
・
０
％
の
伸
び
、
と
い
う
実
績

（県
『
工
業

統
計
調
査
六
一
年
速
報
‐』
）
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
た
い
し
、
標
準
ケ
ー
ス
で
八
七
年
に
は
輸
送
用
機
械
工
業
の
出
荷
額
は
五
・
三
％
の
伸
び
、．凩
材
料
使
用
額
は
出
荷
額
と
同
じ
く
五

・
三
％
を
示
し
、
付
加
価
値
額
は
四
・
五
％
の
伸
び
と
、
八
六
年
の
伸
び
よ
り
も
低
下
す
る
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
ケ
ー
ス
Ｂ
で
は
、
①
円
高

の
進
行
の
メ
リ
ッ
ト
面
で
あ
る
面
で
あ
る
原
材
料
コ
ス
ト
の
低
下
は
あ
り
な
が
ら
、
原
油
価
格
上
昇
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
が
そ
れ
を
大
幅
に
打
ち

消
す
こ
と
、
②
円
高
の
デ
メ
リ
ツ
ト
面
で
あ
る
出
荷
額
の
低
下
が
全
面
に
出
て
く
る
こ
と
、
な
ど
悪
材
料
が
重
一な
り
、
付
加
価
値
額
は
八
六
年

に
比‐べ
て
減
少
す
る
。
ま
た
ケ
ー
ス
Ｃ
で
は
原
油
価
格
は
八
五
年
水
準
ま
で
上
昇
し
た
場
合
、
原
材
料
コ
ス
ト
の
一
層
の
上
昇
に
ょ
っ
て
、
付

加
価
値
の
伸
長
率
は
大
幅
に
減
少
す
る
構
図
が
読
み
取
れ
る
。

ｌ
②
化
学
工
業

（薬
品
・
化
粧
品
な
ど
）
Ｐ

化
学
工
業
は
八
六
年
時
点
の
実
績
で

，
出
荷
額
が
対
前
年
比
五
・
八
％

‐の伸
び
、
と
前
年
よ
り
も
上
昇
す
る
一
方
で
、
輸
入
原
材
料
に
依
存

す
る
特
徴
か
ら
円
高
ど
原
油
価
格
の
低
落

（八
五
年
二
七
・
三
ド
ル
か
ら‐
八
六
年
一
三
・
八
ド
ル
）
の
ダ
ブ
ル
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
、
主
要
コ
ス

ト
で
あ
る
原
材
料
使
用
額
が
対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
一
〇
・
二
・％
と
大
幅
に
低
下
、
付
加
価
値
額
は
二
桁
台
の
一
〇
・
五
％
と
好
業
績
を
示
し
た

為
替
レ
ー
ト
、
原
油
価
格
の
動
向
と
静
岡
県
経
済
へ
の
影
響
の
分
析
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二



法
経
研
究
三
六
巻
三
号

（
一
九
八
八
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二

（県

『
工
業
統
計
調
査
六
一
年
速
報
』
）
。
　

．　
・

八
七
年
の
各
ケ
ー
ス
の
予
測
で
は
、
原
油
価
格
の
上
昇
と
い
う
悪
材
料
が
、
円
高
の
メ
リ
ッ
ト
面
に
打
ち
消
さ
れ
な
が
ら
も
、
国
内
消
費
の

伸
び
の
低
下
に
よ
る
出
荷
額
の
減
少
と
い
う
円
高
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
と
も
に
全
面
に
出
て
、
業
績
を
悪
化
さ
せ
る
傾
向
を
示
す
。
標
準
ケ
ー
ス

で
既
に
出
荷
額
の
対
前
年
伸
長
率
三
・
三
％
を
上
回
る
原
材
料
使
用
額
の
伸
び

（四

・
一
％
）
に
よ
っ
て
付
加
価
値
額
は
二
・
八
％
と
な
る
。

③
電
気
機
械
工
業

電
気
機
械
工
業
は
、
八
五
年

，
二
・
一
％
、
八
六
年

一
〇

・
九
％
と
、
円
高
シ
ョ
ッ
ク
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
荷
額
で
二
桁
台
の
成
長
率
を

維
持
し
て
き
た
実
績
を
も
つ
が
、
全
体
と
し
て
こ
の
傾
向
は
続
く
形
と
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
他
産
業
が
八
六
年
の
円
高
シ
ョ
ッ
ク

を
な
ん
か
の
形
で
受
け
て
い
る
の
に
た
い
し
、
超
然
と
し
て
い
る
こ
の
産
業
を
追
跡
す
る
の
に
、
モ
デ
ル
の
組
み
方
が
難
し
く
、
説
明
変
数
と

し
て
一
部
自
己
回
帰
形
に
し
た
の
が
、
各
予
測
に
影
響
も
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
方
が
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
輸
出
の
打
撃
を
上
回
る
国
内
で

のヽ
成
長
力
を
国
内
消
費
や
国
内
投
資
だ
け
で
説
明
す
る
の
は
難
し
い
。
ケ
ー
ス
Ｂ
、
Ｃ
と
も
、
出
荷
額
の
こ
の
伸
び
に
よ
っ
て
他
産
業

に
比

し
、
際
立
っ
た
業
績
の
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

④
楽
器

・
玩
具
工
業
。

実
績
で
は
，
出
荷
額
は
八
五
年

一
八
，
五
％
の
高
い
伸
び
を
見
せ
た
後
、
八
六
年
は
一
転
し
て
マ
イ
ナ
ス
一
〇

・
五
％
の
低
下
と
な
っ
て
い

る
。
原
材
料
使
用
額
、
付
加
価
値
額
も
同
様
の
傾
向
で
あ
る
。
各
ケ
ー
ス
と
も
予
測
は
、
円
高
と
原
油
価
格
上
昇
に
よ
っ
て
出
荷
額
の
伸
び
の

低
迷
と
、
そ
れ
を
上
回
る
原
材
料
コ
ス
ト
の
伸
び
を
示
し
、
付
加
価
値
額
は
円
高
が

一
二
〇
円
台
で
マ
イ
ナ
ス
の
伸
び
、
そ
れ
に
ケ
ー
ス
Ｃ
の

よ
う
に
原
油
価
格
上
昇
が
加
わ
れ
ば
、
円
レ
ー
ト
が

一
二
五
円
台
で
も
マ
イ
ナ
ス
の
伸
び
と
な
る
形
で
あ
る
。

⑤
食
品
工
業
。

食
品
工
業
の
八
六
年
の
実
績
は
、
出
荷
額
が
円
高
の
影
響
で
三
・
０
％
の
伸
び
と
低
迷
し
た
の
に
対
し
、
原
材
料
●
ス
ト
が
円
高
と
原
油
価



格
低
下
の
恩
恵
を
受
け
、
マ
イ
ナ
ス
ニ
ｏ
四
％
と
減
少
し
た
た
め
、
付
加
価
値
は
八
・
０
％
と
大
き
く
伸
び
た
。
出
荷
額
が
二
桁
台
の
伸
び
を

示
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
付
加
価
値
が
〇

・
九
％
と
伸
び
悩
ん
だ
八
五
年
と
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
八
七
年
の
予
測
で
は
、
円
レ
ー
ト
一
二
五

で
出
荷
額
三
％
台
、　
〓

一〇
円
で
同
二
％
台
と
伸
び
は
低
迷
す
る
一
方
で
、
原
油
価
格
上
昇

（
一
八
ド
ル
／

一
バ
ン
ル
）
に
よ
り
、
原
材
料
コ

ス
ト
は
そ
れ
を
や
や
上
回
る
伸
び
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
付
加
価
値
の
伸
長
率
は
ケ
ー
ス
Ｂ
で
一
―
二
％
台
、
ケ
ー
ス
Ｃ
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
る

予
測
結
果
が
出
て
い
る
。

⑥

一
般
機
械
工
業
。

実
績
値
で
み
る
と
、
八
六
年
の
円
高
シ
ョ
ッ
ク
を
大
き
く
受
け
て
、
出
荷
額
は
マ
イ
ナ
ス
七
・
五
％
の
伸
び
で
あ
っ
た
。
し
か
し
幸
い
原
油

価
格
の
低
落
に
も
助
け
ら
れ
、
原
材
料
使
用
額
は
マ
イ
ナ
ス
一
一
・
四
％
ど
二
桁
台
に
落
ち
、
付
加
価
値
額
の
低
下
は
マ
イ
ナ
ス
ニ
・
八
％
で

と
ど
ま
つ
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

八
七
年
の
予
測
結
果
は
、
標
準
ケ
ー
ス

（円
レ
ー
ト
一
ド
ル
一
五
〇
円
）
で
出
荷
額
は
五
％
近
く
回
復
す
る
が
、　
三
二
五
円
で
三
・
二
％

（

ケ
ー
ス
入
Ｂ
ｌ
）
、　
一
二
〇
円
で
一
・
六
％

（
ケ
ー
ス
Ｂ
２
）
と
低
迷
す
る
。
こ
の
産
業
の
出
荷
額
の
動
向
は
、
円
レ
ー
ト
に
敏
感
で
あ
る
。

原
材
料
使
用
額
は
、
ケ
ー
ス
Ｂ
と
Ｃ
で
ち
が
い
が
な
い
。
こ
れ
は
モ
デ
ル
の
組
み
方
に
問
題
が
残
る
部
分
で
あ
る
。

⑦
そ
の
他
工
業

静
岡
県
内
の
製
造
業
で
、
以
上
の
他
に
有
力
な
部
門
と
し
て
紙

・
パ
ル
プ
エ
業
、
金
属
製
品
工
業
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
含
む
そ
の
他
の

工
業
の
動
向
で
あ
る
が
、
実
績
値
で
八
六
年
の
出
荷
額
は
マ
イ
ナ
ス
ニ
・
二
％
と
低
下
し
た
も
の
の
、
円
高
に
よ
る
原
材
料
コ
ス
■
安

（製
紙

業
な
ど
中
心
に
）
の
恩
恵
を
受
け
、
原
材
料
は
マ
イ
ナ
ス
六
・
二
％
と
な
り
、
付
加
価
値
額
は
五

，
一
％
ど
伸
び
た
。
　
　
，

八
七
年
の
予
測
値
は
、
各
ケ
ー
ス
と
も
出
荷
額
は
三
％
前
後
の
伸
び
、
原
材
料
使
用
額
は
そ
れ
よ
り
や
や
大
き
い
三
―
四
％
台
の
伸
び
と
な

り
、
付
加
価
値
は
一
２
三
％
台
の
伸
び
を
み
せ
て
い
る
。

為
替
′
１
卜
、
原
油
価
格
の
動
向
ど
静
岡
県
経
済
へ
の
影
響
の
分
析
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
三



法
経
研
究
三
六
巻
三
号

（
一
九
八
八
）

（
ｃ
）
県
民
所
得
の
予
測

一
五
四

県
民
所
行
関
連
指
標
で
は
、

「
名
目
県
内
総
生
産
」
の
対
前
年
虜
比
が
、
八
六
年
度
実
績
値
の
四

・
六
％
成
長
に
た
い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
三
ケ

ー
ス
に
つ
い
て
四

・
四
％
、
三

‐・
七
％
、
二
・
九
％
と
い
ず
れ
も
低
下
す
る
形
と
な
る
。
産
業
別
に
な
る
と
、
標
準
ケ
ト
ス
で
も
、
電
気

・
ガ

ス
・
水
道
業
、
製
造
業
の
二
業
種
の
低
下
が
著
し
い
の
は
、
や
は
り
原
油
価
格
０
上
昇
の
影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

「営
業
余
剰
」
は

こ
れ
ら
の
傾
向
を
一
層
．明
確
に
示
し
て
い
る
。
■
の
申
で
建
設
業
と
商
業
の
営
業
余
剰
の
伸
長
率
の
上
昇
が
日
だ
っ
て
い
る
。

分
配
所
得
で
は
、

「雇
用
者
所
得
」
が
円
高
の
進
行
に
と
も
な
っ
て
対
前
年
比
を
徐
々
に
低
下
さ
せ
る
の
に
た
い
し
、

「個
人
業
主
所
得

の
落
ち
込
．み
は
、　
一
ド
ル
一̈
三
五
円
水
準
で
今
回
八
六
年
度
の
円
高
時
の
打
撃
を
上
回
る
。
一
ド
ル
一
■
・Ｏ
円
水
準
だ
と
相
当
の
減
少
と
な

る
。

「法
人
所
得
」
は
こ
れ
に
た
い
し
、
伸
長
率
は
低
下
さ
せ
る
も
の
の
、
所
得
は
増
加
す
る
。
こ
れ
ら
所
得
に
関
連
す
る
「
県
税
収
」
．は
各

ケ
ト
ス
で
六
と
五
・
六
％
の
伸
び
と
な
つ
て
い
る
。
税
収
は
、
今
期
の
法
人
所
得
、
前
期
の
雇
用
者
所
得
、
前
期
の
個
人
業
主
所
得
を
説
明
変

数
と
す
る
推
定
式
か
ら
求
め
て
い
る
の
で
、
八
八
年
度
の
伸
長
率
低
下
が
予
想
さ
れ
る
。

最
後
に

「県
内
総
支
出
」
で
あ
る
が
、
日
高
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
三
ケ
ー
ス
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
で
「
民
間
消
費
」
は
四
・
五
％
、
三
・

七
％
、
二
・
九
％
の
伸
長
率
、

「
総
固
定
資
本
形
成
」
が
五
・
五
％
、
四
・
二
％
「
二
。
九
％
と
な
る
。

お

わ

り

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

　

．

静
岡
県
の
産
業
・
経
済
は
、
第
｝
章
で
み
た
よ
う
に
広
く
国
内
外
の
市
場

（特
に
消
費
市
場
）
に
依
存
す
る
加
工
組
立
型
の
工
業
に
主
導
さ

れ
る
「
６
の
字
」
型
の
所
得
循
環
構
造
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
「
６
の
字
Ｌ
の
先
端
に
あ
た
る
世
界
市
場
――
貿
易
輸
出
額
は
一
九
八
〇
年
で
約



一
兆
円

（第
１
表
）
で
あ
り
、
他
県
に
比
し
て
も
決
し
て
小
さ
な
額
で
は
な
い
。

そ
れ
だ
け
に
静
岡
県
と
い
う
地
域
社
会
の
経
済
循
環
の
ひ
と
筆
書
き
の
起
点
に
も
あ
た
る
貿
易
部
面
に
お
い
て
、
外
国
為
替
レ
ー
ト
や
原
油

価
格
の
国
際
動
向
は
、
大
き
な
影
響
を
地
域
社
会
に
与
え
ざ
る
を
え
な
い
。

本
稿
で
は
そ
の
影
響
の
径
路
と
方
向
性
、
量
的
程
度
に
つ
い
て
計
量
モ
デ
ル
を
用
い
て
検
討
し
て
き
た
が
ヽ
予
測
の
諸
結
果
で
分
析
が
終
わ

り
、
と
い
ヶ
の
で
は
な
く
、
理
論
的

・
実
証
的
分
析
の
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
位
置
づ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
第

一
は
八
六
年
の

「円
高
」

「原
油
安
」
の
組
み
合
わ
せ
は
、　
一
方
で
輸
出
不
振

・
出
荷
額
減
退
と
い
う

一
つ
の
デ
メ
リ
ッ
ト

と
、
他
方
で
、
原
料
コ
ス
ト
に
た
い
す
る
円
高
に
よ
る
輸
入
商
品
安
＋
原
油
安
と
い
う
ダ
ブ
ル
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
県
内
産
業
に
作
用
し
た
の
で

あ
っ
て
、
こ
れ
が
い
ま
、
八
七
年
の
終
り
に
さ
し
か
か
っ
た
時
点
で
現
実
化
し
つ
つ
あ
る

「円
高
」

「原
油
高
」
の
場
合
、
様
相
が
相
当
異
な

る
外
的
環
境
要
因
の
組
み
合
わ
せ
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
。

第
二
は
、
県
内
各
産
業
の
方
は
、　
一
方
で
依
拠
す
る
市
場
構
造
が
多
様
で
あ
り
、
他
方
で
用
い
る
原
材
料
の
構
成

（内
容
や
加
工
段
階
）
も

多
様
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
定
型
化

・
類
型
化
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

こ
の
両
者
の
関
係
を
、
予
測
結
果
を
も
と
に
い
ま
一
度
整
理
し
、
計
量
モ
デ
ル
の
予
測
を
補
う
理
論
分
析
の
手
法
を
鍛
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
一
九
八
七
年

一
一
月

一
五
日
）

為
替
レ
ー
ト
、
原
油
価
格
の
動
向
と
静
岡
県
経
済
へ
の
影
響
の
分
析

一
五
五




